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第一章緒．　　　言

　紫外線の生物に封する影響に就きては巳に多数の實験あり典文献も亦督しく多し然

し鷲業方両に關して實験せられたるものは釆だ其数多からざるなり。本邦に於て報ぜ

られたるものには加藤，鈴木、竹森氏、1山中及味岡EE　，2荒木氏，3佐々木及極氏評ユド塚

氏5及河野氏，fi等の實験あり主として慧に關して實験せられたるものにして繭及生縣に

渉りて實験せられたるものは甚だ少激なり。

　亭塚英吉氏は鑑の血液、自繭及萎縮病桑葉等の紫外線を以て照射したる場合の螢光

色に就きて報ぜり。爾ほ河野茂盛氏は宅として紫外線による繭の螢光色と雌雄及」綿

質との關係等に關して實瞼せり。　　　　　　　　　’　　　　　　幽

　著薪等は獄兇に勤する太陽燈照射に關する實験に次ぎ繭及生縣の螢光に關する種々

なる貴瞼を行へり以下是等實験の概要を叙述す。

第二章實　験装置

　本試験に使用したる太陽燈は日本眉英會就の製作にかNはるものにして電流は交流

一一一　一 Zボルトを使fllせり。獲光管は邊明なる石英管にして管内には陰陽の水銀電極を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ昌
有し其管内は高度の翼室なり電流を通する時は水銀蒸氣孤光を獲す此獲光管はアルミ

ニユーム製牛圓形被葦の巾央にフ嫡二に支持せらるfl守ほ内外に在る∠ド球は外方に炎出し

たるハンドルに依り水ユF軸を中心として廻轄し光線の祓野を自由に調整し得る様にせ

り。慧に關する實験の場合には濾光装置を附せすして直接一建の距離に於て一定ll善間

ラスより。然して繭及生綜に關する實験の場合には厚さ3ミリメ・一　fi　一のウルタ・・グ

照射せ砂成る濾光装竃を使用して實瞼せり。

第三章難に關する實験
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第一節　實　瞼　概　要

　本實験は新由×正白を使用し二様に實瞼せり。第一實験は光源よりの距離及照射時

間を一定して鍛の獲育の種々なる時期に於て實験したるもの第二實験は光源よりの距

離及照射時闇を異にし共他は同じ條件の許に實瞼せり各試験の詳細なる言巳載をi次に繋

ぐ。

第二節試　　験　　匠

　本試瞼を行ふに當り設けたる試験1直は次の如し。

　第一試験

　第一硬翻照旺（普通飼育）

　第二匠　第一齢より第五齢迄照射

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　第三颪第二齢より第五齢迄照射

　第四匠　第三齢より第五齢迄照射

　第五匝　第四齢より第五齢迄照射

　第六厩　第五齢中のみ照射

　第七匝　第四齢中のみ照射

　第八歴第三齢中のみ照射

　第九匿　策二齢中のみ照身寸

　第十颪　第一齢中のみ照射

　照射は各齢に於ける眠期を除き毎日一圃三〇分闇行へり。而して光源よりの距離は

60センチメートルとせり。

　第二試瞼

‘第一匝謝照厘

　第二匝　光源より60センチメ…トルの距離にて5分間照射し允る1の

　第三置　光源より60センチメートルの距離にて10分闇照射したるもの

　第四匝　光源より90センチメートルの距離にて5分開照射したるもの

　第五甑　光源よりgoセンチメー1・ルの距離にてユo分間照射したるもの

　第六匝光源より120センチメートルの距離にて5分聞照射したるもの

　第七颪　光源より1EO　icンチメー・－1・ルの距離にて10分闇照射したるもの

　第八匿　光源よリユ50センチメートルの距離にて5分間llモ｛射したるもの

　第九匝　光源より工50センチメートルの距離にて、10分闇照射し捷るもの　　　　　　　・

　照射は各齢の眠期を除きて毎目一回施行せり。

第三節　経　過　日　数

　第一試瞼に於ては昭和二年七月四日午後二時1帯立を行ぴ各蔵は次の如き経輝日数を



96　　　　　慧　縣　學　雑　誌　　　　　〔第一餐

示せり。

試瞼匝

第　一　匿
第　ご　TE’・i・「

第　三　暉

第　四　匝

第　五　旺

経過日数
日時間

21．22

24．2

23．9

23．6

21．22

試瞼1置

第　六　甑

第　七　暉

第　八　匝

第　九　輝

第　十　1・竃

経過日敷
Ill1＆闇

21．22

21，22

．22．21

22．19

24．2

以上の結果より見る時な第一・ma、第五颪、第六麗及第七匝は経過同様にして共にEl

日22時間なり第八置及第九畷は是れに次ぎ約一日聞長く第三旺及第四匠は更に是れよ

り長く第二颪及第十颪は経過最も長く24日2時閥を費せり。帥ち第一1畷に比す馴1寺は

2M2時闇も長く鑓児の獲育は極めて不齊に陥りたり以」：の事實より見る時は光源よ

りの距離60センチメートルにして30分聞照射したる場合には稚鑓時代が影響を受

くる事最も甚だしく第四齢及第五齢に於ては殆んど障害を見す。

第二試験に於ては昭和二年七月九日午前十時に掃立て典各颪の経過日数は次の如し

試瞼証

第　一　1斑

第　二　1斑

第　三　匿

第　四　旺

第　五　賊

纒過　口鍛

日時間
22

22

22。3

21．19

22，9

試瞼llEll

第　六　1旺

第　七　甑

第　八　暉

第　九　！置

紹過日　数

日時間
21．19

21．19

21、19

2LI9

第四’匿、第六顧、第七颪、第3／V庵及第九匠は封照直に比して経過日数約五時間短縮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　”・x・せり。然して節三圃及第五甑は却つて肇」照遜より長し一一“般に光源よりの距離近きもの

叉は距離租遠くしても照射時闇の長きものは陣害ある如き傾向を有せり。

第四邸滅獄歩合
以上の試験rl’tに於ける雫均温漏度は次の如し。

策　　一　　試　　瞼 第　　二　　試　　験

室　　　　内 　「ｺ　　　外 室　　　内 蜜　　　外　剛

濃度1漁度 温度1灘度 温度1灘度 温度1灘度
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　　　　l　F第・一一■齢fl・i　；　79．o°

第ご齢中

第三齢中
第四’ 賴

第五齢中

78．7

79．2

79、4

テ9．7

％
69。5

71．5

72．4

71．7

72，7

剥，f］s、　　　　　　．　　　　　　　「

78」）

77．5

78．0

77．9

77，9

80．0

78．3

78．0

F
7s．7°

79．0

793

79、5

78．4

％
70．r）

71．9

72，1

72．0

70．7

F
76．9n

78．1

78．0

77．6

76．9

％
76．9

78．O

SO．1

79．0

77．0

以上の飼育淵灘度の下に倒育を絡り九σ然して飼肯中に於ける減獄歩合を示せば次

の如し。

第一試験

試　瞼　湿 減　醗　歩　合 試　瞼　1薩 減　獄　歩　合

％ ％
第　　一　　峨 7．00 第　　六　　甑 6．00

第　　ご　　1置 78．00 第　　七　　薩 25．50

第　　三　　1亟 38．00 第　　八　　砥 23．00

第　　四　　囲 2驚・00　　！ 策　　九　　置1 11．eo

第　　五　　匿 ㎝｝ 第　　十　　城 70．弼

　以一Eの結果より減鑓歩合最も少きは第六岡帥ち第五齢中のみ放射したる礎にして笛

五臓は是れに次げり。此の二圃は第一一甑帥ち謝照慨より減鑓歩合少し滅欝1歩合の最も

多きは第二頂帥ち第一齢より第洲鈴期迄照射したるものにして処れに次ぎて節一齢中

のみ照射したる第十匿なり此二畷は他に比しで著しく大なip。

　以上の結果は稚獄期に於ては著しき影響あるも第五齢及第四齢期に於ては少しも障

害を及ぼさN“るのみなら’9r・，却つて減獄歩合を減少せしむる傾向を示せり、

貿∫二1試麟疏

上叙し疫るが如き歌態の下に飼育を絡はれり。然して各置に於ける飼育頭twを　：○

○頭にし是れが減欝渉合を調査せり、然して次の如き結果を得たり．

試　験　麗

@　P

減　獄　歩　・含 試　験　旺 減　獄　歩　合

第　　一　　凋 第　　六　　1蔽

第　　二　　圃 15．0り 第　　七　　旺 11．00

第　　三…　慨 17．50 第　　八　　1嚴 15．00

第　　四　　圃 U．50 第　　九　　旺 15．50

第　　猛　　蔵　　「
17．（10
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　減獄歩合に就きては各颪の闇に於て著しき差異を見ざるなり。只比較的に光源に近

くして比較的長時聞作用せしめたる節三厩及第五颪は減獄歩合割合大なり。

第五節牧　 繭　 量

牧繭に就きて完全繭．不完全繭（屑繭）蕨rl写艶獄数を調査し次の結，果を得たり。」：籏

に當りては第一試験に就ては一i頭宛上族せしめたるを以て玉繭は無し。

第一試瞼

試 瞼 慨 完 全 繭 不究全繭（暦繭） 籏 中 難獄

％ ％ ％

第 一 腿 9526 2．63 2．11

第 二 腿 70．63 19．05 10．3鶏

第 三 麗 93．55 6．45 0．0

第 四 骸 90．45 7．64 1．91

第 五 1置 95．77 3．70 0．53

第 六 匿 93．85 3．59 2．56

第 七 1置 96．67 2．67 0、6G

第 八 漉 84．71 133S 1．91

第 九 慨 98．31 r66 0．0

第 十 1置
84，375　ら

11，875 μ　0．75

　以上の結果より見る時は第二龍及第十硬の如く稚獄殊に第一齢中より11貧射したるも

のは完全繭を減少し不完全爾及藤中艶獄数を著しく増加し之れに反して第五、第六及

第七颪の如く肚鷲期て於て1照射したるものは封照颪に比して梢良好なる如き傾向を示

せり。

第二試瞼

本試験に於ては第一…一試験の如く一頭宛上膜せしめざりしを以て玉繭を焦ぜり。

試　験　輝

第　一　臓

第　二　隅

第　三　1祓

第　四　匠

第　五　1腿

第　　六　　1・置

完　全　繭

　％
92、05

91．38

92．91

｛〕6．11

94．67

94．67

不完全繭（屑繭）

2．8k

2．87

2．94

1．11

0。0

4．7：1

玉　　　繭

3．覗

3．45

ユ．18

］．11

3．55

⑪．o

籏中難翻数

1．7⑪

2β0

2．94

1、67

1．78

⑪．ao
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0。O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．O

　以上の結果より見る時は第四颪及第七匿即ち90センチメートルにして5分隅、120

センチメP・トルの距離にて⊥0分間放射したるものは鋤雌1亜に比して牧繭結某良好な，

るを示せり。炬れに反して60センチメートルの距離に於ては障害を及ぼす傾向を現

はせり。

第六節繭　層　歩合

　各旺の牧繭より繭暦歩合を求め次の結果を得たり。

第　　七　　醸1 96．t1 1．67 ユ．1

第　　八　　輝 95．80 2．35’ 2．3

第　　九　　旺 94．08 2．37 3．5

・　　第　　　一 試　　　瞼 第　　　二 試　　　験

試　瞼　匿 雌齢均繭層歩合 試　験　匪 雌雄準均繭騰歩合

％ ％
第　　一　　醗こ 14．ε95 第　　一　　憾 15，335

第　　二　　匝 13，265 第　　二　　匿 15，040

第　　三　　匪 14，905 第　　三　　匝 13，775

第　　四　　1旺 】4．510 第　　四　　恢 】5．605

第　　五　　灘 15，550 第　　五　　賊 14，U80

第　　六　　i　疏 15，390 第　　六　　1・置 15，115

第　　七　　賊
諱@八　1剛　　　　　　　1

16，225

P5，245

第　　七　　賊

諱@　八　　匿

15，58σ

P5430

第　九　旺　： 工3お25 第　　九　　厩 15，075

第　＋　匝　l　　　　　　　l

12，535

　以上の結果より見る時は第一試験に於ては第四齢以後に照射し疫るものは繭贋量却

つて増加し劃照旺に比して優れり、繭層歩合の最も寡きは第一齢申照射したるものtc

して是れにi次ぎ策一齢より第五齢惣照射を繊綾したるものなり。第二試験に於ては第

匹版叉第七旺即ち光源よりの距離90センチメートルにて5分間照射したるもの及12U

センチメートルの距離にてユ0分闘照射したるものは繭謄量の梢増加し疫る傾向あり

第2’匠第3臓及第5湿の如く踵離の梢近きもの或は踊離棺遠きも照射時間の長窒もの

は障害ある事が認めらるSなり、

第七節　稜　蛾　1伏　況

　各試1瞼畷の搬蛾状態に就きて調査したる結果は次の如し。次表は総叢蛾数に剴する

各liiに於ける獲蛾の割合を示せ！。
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第一試験

試験減
8月7日 S月8日 8月9口 8月10日 8月11日 s月12隅

8糎 ε

一L｝「TT1

・1・
り　δ

宇 3h
S月13日「【可，「τ「”一

奄ｯ

第　一　1旺

諱@二　i鉦

諱@三　賊

諱@四　匿

諱@五1亘

諱@六　臓

諱@七　随

諱@八　1旺

諡繪ﾜ
諱@十　蔽

1　2．G

@2．8

@2．8

@ユ．9

@1．1

25．9

P．虫

P．1

@0
R1．5

R0．3

Q6ρ

@O

r．4

z．1

3LO

Q．7

@0
P．1

P9．4

P5．6

Q0．2

P．0

Q．1

S．3

　G．9

P2．2

W．0

Q5．6

QL3

P1．0

Q3．1

Q4．2

Q9．5

V．4

13．8

Q．7

R．5

P2．2

U．5

Q2．9

P0．1

R0．5

V．4

1．7

P7．6

S2．5

P7．S

R．7

Q．8

QL2

W．4

P4．9

6．9

P0．8

R2．2

R3．3

W．3

X．3

R2．3

QL1

P3．8

12．2

P．1

U．7

@　」

S．0

P6．0

24．3

P1．5

R．3

V．1

Q5．5

6．7

P．1

9．7

U．1

　　1，．司　　l　　l

　以上の結界より見るに蛮蛾の最も不齊なりしは第二匿及第十匠にして何れも節一齢

に於て照射を受けたるものなり。然して第五匠及第六匠帥ち第四齢第五齢に於て照射

したるものは樹’照匝と同一なり爾ほ第七鷹及第九遮は封照颪に比し璽に獲蛾期一iヨ短

縮せり。

　第二試験

第一試験と同様に各颪総磯蛾数に甥する各日に於る磯蛾の割合を以て磯蛾の逓速及

齊一度を示せば次表の如し。

試験1亘

第一一IEtl

第二i亟

第三匹
第四慨
第五麗
第六匝

第七匿

第八慨

第九暉

8Jl　13日

δ

％
t．O

・2．9

0．0

3．6

10．4

9．8

13。1

0．9

9。3

9

0

1．O

o．9

2．7

4．3

2．0

7．5

0．9

5．6

S月　14日

s

2‘　LO

26．9

21，1

27．3

30．，t

33．3

30．8

28．4

25．2

♀

18．1

20。2

11．0

17．3

18．3

25．5

22．4

工2．8

21．5

8月　15日

G　　　♀

28．6

22ユ

29．4

12．7

8．7

12．7

1ij。1

21．1

13．1

22。9

21、2

30．3

29。1

26．1

6．9

10．3

26、6

22．4

i　8刀　］6口

＄

5，7

呂．8

4．6

1）．9

⊂｝．0

3．9

U．0

3，7

＿i’1．．

2．9

19

2．8

｛14

／．7

5．9

2，s

5、5

゜・°

P2・s
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以上の糊乏より見る蹴第五匿、第六砥第七磁撒購が上ヒ較的麟早くして

齊・一なるが如きも各τ亘間に著しき麗異を示さy“るなり。

第ノ㌧節　th“’i’　　卵　　　量

　爾試験に於ける各阻一蛾準均産卵数は次の如し。

第　　　一　　　試　　験

試　験　1蔓

第　　一　　i亟

第　　二　　i亜

第　　三　　麗

第　　四　　琶

第　　五　　誠

第　　メく　i蔓

第　　七　　麗

第　　八　　臓

策　　九　　蔽

第　　十　　獲

一蛾ZF均粒数

　粒
543

345

498

521

騒5

5ε0

545

503

482

487

第　　　二　　　試　　　験

試　験　甑　　｛一・蛾李均粒数

第　　二　　医

第　　三　　匪

第　　四　　斑

第　　五　　匠

第　　六　　医

第　　七　　1醒

第　　八　　陳

第　　九　　医

　　　　　　　1　　　　粒

第当産d　　dr・「°
o「91

δ47

595

612

5d8

675

577

｛　49

　以上の徽3：螂一試験に於て覇ヨ服聯ソ嘔聯一嘔は酬轍多歎にして勤1

歴と大略同檬或は梢是れより優れり。然るに第二瞳第三置第九樋及第十蔑は産卵激著

しく寡し・即ち第五齢聯四齢に於て」㈱したるものは嬬雑賭るも第一齢聯

こ齢の鴛撚帥に於て照身寸したる場合には購筈の大な繍を示凱爾聯梱

及匙監瞼礁難逮るものあり．第二試駄於ては第礪は勤影櫃砒して
’itしく卵量㈱鰍輪期置瀦・楓第七鰍鋤嘔の姥何れも墾止服砒し

て獺鋤剛誕れに凱て第二磁第三随珈き光漁りのilEttlfk近鶴のは1轄

を受けて卵量を減ぜり第九匿の如きも光源より距離磁きものは作用轡しからざる様に

思はる玉なり。

第九節　難に關する試験総括

前遠したる第一及策講鰯繰よ購闘する太腸燈1㈱の影響を臨する鰍
次の如し。

（1）太陽燈照射は勲・蛸の1博期、光源よりの躍級1【謝1寺1敵よりて聯響概

く異るものなり。

（2）稚難申は太陽燈照射の影響著しく毎日三十分間光源よりの距離を60センチメ

・・一・ gルとして照射する時は鑓は著しく障害を受げ獲育は甚だしく不齊となり減獄歩合

は非常に増加し牧繭量灘肖1暦歩合を滅じ磯蛾不齊となりて卵量を減少す。然して60
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センチメー一　Dレの距離にて五釧lll照射するも本實瞼の範隙で於ては不良なる影響を及

ぼすものなれども其光源よりの距離goセンチメー・トルに於て五分聞照射したる場合

に於ては障害を認めざる場合多く時としては却って結果の良好なる事あり。然し90

センチメートルにて十分間照射したるものは障害が認ゆらるsなり。

（3）10澱に於ては光源よ！の距離60センチメ・・一トルに於て三〇分闇照射したる場

合に於ても尚障害を被らざるのみならすi渕照匿に比して納良好なる結果を現はせり。

（｛）太陽燈照射による障害は各齢中第三齢の獅己が最も甚だしきが如く光源に面し

たる背面の環節特に第五環節の背面は黒色歪寒状を呈し皮麿は盧弱となり容易に破壊し

て消食管を排幽す爾ぼ邸間が少しく膨大となり多少節獄に類したる如き炊態を呈す。

（第一圓及第二圖参照）’批盤期に於ける照射は（SOセンチメ・・トルにして三〇分間照

射しtdる場合に於ては前記せるが如琶妊結果を現はすものなれども共距離を近くして

烈しく照射したる場合には矢張第三齢の場合と同様なる障害を至するものな1；｝　。

（5）太陽燈照射によりて障害を受けたる蛎は踊髄攣曲し環節の聞は幼錨の揚合と圃

様に非常に破壌し易くなり蛾は翅の獲育が非常に不発全となるなり。（第二圓参照）

　尚以上實験の外飼料邸ち桑葉に紫外線1【載射を術ひ獄児に結輿・し共の影響を検したる

も普通匠と何等の差黙あるを認め得ざりき。

第’四章繭に關する實験

策；蕪み讐鯛謡を取り酬。：轟＿グ。漉せ、轍概を使脈る

太陽燈を用ひて照射する時は繭により黄、紫、淡黄、淡紫等各種の螢光をi現出するも

のなる事を知る、，（第三圃滲照）然して是等の螢光色は種女なる條件によりて墨るもの

にして叉同一の繭に於ても確ll暦の外，中及内贋によりて異るものなり是等の也の攣化

は∠拷種なる場合に於ては獄の雌雄と密接なる關係を有し又或場合に於ては繭の解傍及

怒量等とも關係あるを以て實用上極めて重娑なる窮衡と思考せらる製なり。是尊の事

柄に就き實験しブヒる概要をψ（に二記叙す。

第二節　繭の種類及繭1営の内夕紡尋による現色の遊異　　　　　　　〆

　第一項　純精種白繭

品　種　名
濾光養
置ドの
色相

粒　数
全繭蜘：
tt・j’－1“る

　％

順色船・9

漉光盤i置下の色相

外　暦

淡紫
淡　紫

淡　紫

中　暦

　黄

　黄

淡　紫

内　唐

　黄

淡　紫

　黄

唱所腸繭

　数

24

32

3

所1鋤繭全

蜘こ劃す
ろ　％

40．68

54．24

5．08
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國i償日一號
imO粒）

紫 黄 紫 2 4．SR

紫　色 41 41
紫 焚 紫 13 31．71

紫 紫 至受 7 ／7．07

紫 紫 紫 19 46．34

淡紫 黄 黄 44
1　脚2

黄　色 53 53 淡紫 黄 淡　紫
　｛s

i1氏G9

國獄支九號
淡紫 淡紫 黄 止 Ls9

（100粒） 紫 賢 輩　・ 3 8．38

紫　色 、47 47
紫 黄 紫 工2 25．53

紫 紫 黄 18 38．30

紫 紫 紫 14 27．78

　上蓑に示したる如く純精種白繭に於ては螢光色によわて黄色繭と紫色繭とのこっに

分っ事を得尚繭暦を外、中及内の三暦に分つ時は各暦に於て上表に示したるが：如き異

れる螢光色を現出するものなり。然しながら純精種に於ては後蓮せる一・一一i代交配種白繭

種に於けるが如く其色調も多種多様に現はる玉事なく且一代交配種繭の如く鮮明なら

ざるなり。尚ほ上蓑に示されたる如く純精種にありては今日迄實験したる範圃に於ては

螢光色の黄又は紫色なるに絢らす外暦は常に紫色にして黄色を呈するものを獲見せざ

るなり儲苛色繭及紫色繭曙別は←一）外暦が紫色なるか將淡紫色なるか（二）中

及内暦に於ては一方のみ紫色か或はで絶か又は双方共に紫色か職色なるかによりて

決定せらる玉如く考へらるNなり。

　第二二項　糸屯聯f種マ苛繭

　　　　趣膿

舗㌔灘

國翻支七號
く100粒）

／明艶

1、献色

l

l賊

粒数

45

55

25粒奄
探る

全粒薮に
封する

　％　　外暦

・・ o

邸｛

流光髄置下の色相

暗黄

暗黄
昭：貰

膚黄

暗黄

暗黄
ll音黄

暗黄

巾　履

淡黄

濃萱

淡黄

濃黄

淡黄
驚

焚

濃黄

内　暦

濃黄

淡黄

濃黄

淡黄
紫

黄

濃黄
黄

所騰繭

粒数

紫
41

1

45

1

9

3

1

6

所1鋤爾登
数に渕ず
ろ　％

97．77

2．23

8L82

］．S2

16．36

12，00

4．00

24，00
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國獄歓九號

暗紫
25粒7te

探る

i　　　lI

｛

暗黄
ll育費

濃紫

濃紫

濃紫

「濃賛

濃黄

暗黄

暗黄

濃黄

濃黄

暗黄

濃黄

暗黄

濃黄

13

2

14

10

1

52，00

8．00

56．00

40．00

4．00

策三項一代交配種白繭　　 ・

漏光装 全粒撒に 濾光装置下の色相 所麗繭 所閣繭全
狽ﾉ鋤す品　種　名 罎下の

F相
粒　敷 封する

外　暦 中　暦 内　層 粒数 ろ　％

濃黄 20 ・・ o淡　黄

W紫

濃黄
Z　螢

濃萱

{黄

911 ．　45

@55
淡　黄 淡黄 紫 1 2．27

紫 淡螢 淡萱
24 54．55

紫 淡螢 紫 3 6．82

淡黄 41 1　　44
P 濃紫 濃螢 淡黄

5 11．36

騰曼西號・・（100粒） 淡黄 紫淡黄 紫濃…i酸
110 2．27

Q2．73

濃紫 黄 黄 17 85．OG

淡紫
20 濃紫 黄 濃紫 2 】0．OO

i 濃紫 濃紫 黄 1 局．00

濃紫 淡黄 淡黄 1 6．25

1

濃紫 淡　黄 濃紫 2 12・50

濃紫
16 16

濃紫 濃紫 淡　黄 3 18．75

濃紫 濃紫 濃紫 1⑪ 62．50

’濃黄
17

17∫　し 淡　瀧

W紫
濃黄

Z費
濃螢

Z黄

11

U

6虫71

R5．29

紫 黄 黄〆 2s 58．33

淡黄
48 48 紫 濃焚 黄 1 2．08

躍斎堅號・ 紫 黄 濃黄 19 39．58

（100粒）　「

」　　　　1 濃紫 黄 黄 18 72．00

淡紫 25 25 濃紫 黄 紫 3 コ2．00

濃紫 紫 黄 4 ヱ6。00

濃紫 10 濃紫
粕Z紫

淡叢

Z紫
濃紫

29 2．00

r．00
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　以上の結果に於ける如く交配種に於ては其現色の炊態は甚だ複難なる1灰を示すもの

なり。

　鍔∫四毒i｛　一・代交酉已種壷i繭

品　種　名

購欝｛

灘光装
置下の
色相

明　黄

暗　費

明　黄

粒　数

21

29

全粒数に
調する

　％

42

58

國轡・｛＿饗1・｛

譲光装概下の色相

外　履

暗　黄

暗　黄

　費

暗　黄

哨　黄

暗萱

中　暦

淡　黄

淡黄

濃資
　黄

　黄

濃　黄

内　暦

濃　黄

濃　黄

濃　黄

濃　黄

濃　黄

所圃繭

粒藪

21

29

25

1

6

18

所厨爾全
微にi針す

る　％

　42

　58

100。00

　4．OO

24．00

72．00

第三節　太陽燈櫨光装置下に於ける繭色と肉眼楡査の場合の繭色との比較

　録ヨー項　　糸屯精・種白繭

品　種　　名

國萬副

tsh　1］F．　1二よる

繭色

幣　　　黄

白

粒　　数

・・ o

・・ o

濾光嬰置
下の色相

黄

紫

黄

紫

粒　　数

37

8

22

33

所矯菌封全薮1こ

調寸る　％

8222

17、78

4000

60，00

以上の結果の如くrlynlik　tcて職色を帯びたる様に見ゆる繭は濾光装置の下に於ては

大部分艶を呈す・然し珀繭は1慮澱置下にて瞳色繭潔齢とが殆ど棚・せb。

　第二項　　糸屯精種で苛繭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

肉眼にて濃騎るもの嫌澱置下にては瀦色のもの多く燃にて灘糊色の

ものは櫨光装置下にては明背色のもの多し，
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第三項　一代交配種白繭

品　　　　種
肉眼による

嚼F
粒　　数

濾光襲翫
ｺの色相

粒　　数
所騰繭全数［こ

�ｷる　％

正白×新白
@（100粒）

償　　　色

秩@　　色

・8

o52｛ 黄紫黄紫 47

P2230

97．92

Q．08

S2．31

T7．69

　二化性交配種白繭に於ては笹色を帯びたる繭は濾光装置下にては大部分費色の螢光

を呈す。

　寳瞼数尚少く確然たる事實を決定する窮能はすと難も大膿に於て白繭種に於ては肉

眼にて少しく黄色を帯びたるもの帥ち笹色を呈するものの中には濾光装置下にて黄色

を現はすもの甚だ多く黄繭種にありては濃黄色を呈するものの中には噌背の螢光を現

はすもの多し。

第四節　櫨光装置下の色粗と雌雄との關係

　櫨光装置下の色相と雌雄との關係に就きて實験したる結果は次の如し。

　第一項　純精種白繭

晶種名及供試繭
粒数

　　（イ）

國獄支四號1CO粒

　（ロ）

多喜棘保200粒

9

渥t光装置下
の色相

黄　　色

中　間　色

紫　　色

黄　　　色

lli間　色

紫’　　色

黄　　色

総粒数

・・ o

17 o

・・｛

・3 o

・8 o

89 o

・・ o

性別粒数

　　　　粒
♂　　　41

9　　　2

♂　　　　5

♀　　　9

3　　　　1

9　　　39

♂　　　93

9　　　0

♂　　　11

9　　　7

8　　　　4

9　　　85

♂　　　49

♀　　　ユ

総繭数に鋤する性
別粒数　　％

9篇

：：：6‘1｝饗糧麗

，1：：：

汐：：1°

繍
，1：91

9；：1：
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　6・）
國蓋鐘日一i漉150牙位 中　間　色

紫　　愈

・・ o

・・ o

6　　　25

9　　　23

6　　　　3

9　　　47

器｝難繊

器

　（イ）及（la）は供試繭を櫨光装置の下にて分類したるものにして（ハ）は櫨光袈

置の下にて豫め黄、中聞及紫の三色に分類したるもの各五〇粒宛に就きて雌雄を分ち

たるものなり。

　雰苫二塚1　糸屯1階種卍苛繭

品示重名及供試1纐

粒数

金黄10・粒

國一・・

麟郷下の｝総粒鍛

暗黄色

明　費色

暗黄色

明　黄　色

・7 o

53 o

・・ o

・8 o

性別粒鍛

♂　　　4！

♀　　　　3

6　　　　4

♀　　　49

♂　　　19

♀　　　　3

6　　　　5

雫　　　23．

樹急恥乞敷に劉・ずろ

性別粒数　％

93．62

6，38

7．55

92．4ろ

S6．36

13．64

17．86

82．14

　以」傭験の範圃に於て次の二つの泰實を推定する瑠を得。

（ユ）純樋蝋に於て蹴光装幽下に於て艶の翫を現はすもの1蛇として

雄にして紫色の螢光を呈するものは主として雌なり。

　（2）純精種黄繭に於ては櫨光装置の下に於て屠黄色を呈するものは主として雄に

して明黄色は主として雌なり。

但し樋の如何’tcよりて例外効微禰・肱縄したる献イf・」れ螺猷は淡粕

に傾き黄色を減するを以て甚だ1樋別不明なり。

次に濾光装置に功て艦巳せる］txnく艶、紫色及tl・i　1’II］色の三種紛ちたる糸備種白

繭國鑓日一號に就きて一粒繰懸を行ひたる結果の大要を次に表示す。

総　　粒　　数

繭　　重　　量

黄　　色　　繭

50　粒

22ユ5瓦

繭 中 間 色 繭 紫 色　　繭

50

謔Q．9δ

50

Q4．45
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繭　　暦　　最

繭　暦　歩　倉

蝋　　　　　糧

蜥　　歩　　合

継　　　　量

一粒ZF均綜量

一粒1「t均i孫長

一粒干均繊度

劃’四〇つ回繊度

9．15瓦

41．31　％

12．909

5S24％

7・SSg

O．1619

45S關

2．86テh論一ノレ

鉱50デニー’レ

8．70

38．Oj

14，20

61、87

6．9S

O、145

414

2．87

2．77

8．60

35，17

15．67

64．09

7．15

0、146

398

2．88

2，89

　以上の成績の結果は此三者の繭の闇に明かなる霞異ある事を示せり。即ち黄色繭は

繭贋量最も多く蜥景は最も少なく綜長は最も長く繊慶は最も少なり。之れに反して紫

色繭は繭重量最も重く繭暦量は最も輕く蛸の璽量は最も重く懸長最も短かくして繊慶

最も太く、中聞色繭は爾者の中間の’1生質を現ぱせり。邸ち黄色繭は雄繭の性質を現は

　　　　　　　　　　　　lし紫色繭は雌醐の性質を現はし中聞色繭は爾者の雫均の1坐質を現はせり。實際本繭は

前記の實瞼によれば黄色繭は雄繭98％・紫色繭は雌輌94％・中聞色繭は雄繭50％

雌繭46％なるものにして一粒繰綜試験の結果も能く是れと一致せり。

　策三項　一代交雑種繭

　mu代交難種の繭暦の各暦の濾光装置下に於ける現色荻態は甚だしく複難なる慕を示

せり。是れよりして雌雛との關係も亦複難せる事が想像せられ得るなり。是れに就き

て行ひたる欝駿結果を次に示す。

品　　　種

躍呈西雛・

　　（A）

粒　　数

100粒

『

濾光装概
下の色相

濃黄色

淡黄色

淡紫色

濃紫色

濃黄色

総粒数

・・粒｛

47 o

・7 o

・・ o

・7 o

性別粒数

6　3粒

♀　7

6　2L

♀　26

6　14

♀　13

8　7

♀　9

♂　14

♀　3

総繭婁受にi闘す
る，性別1粒数％

30％
70

41．68
〆

55．32

51．85

48、ユ5

43．75

56．25

82．35

17．65
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騰西號・
　（B）

騰巌縢・
　（黄　繭）

醸支交雑
黄　　　繭×
（上田産）

100粒

50粒

150粒

淡黄色

淡紫色

濃紫色

明黄色゜

中聞色

暗黄色

明黄色

中間色

暗費色

・・ o

・9 o

・・ o

・4 o

　　f
21 ^

・5 o

・・ o

・・ o

・・ o

♂　29

9　11

6　　6

9　23

3　　4

9　10

6　　1

♀　13

6　10

9　11

6　12

♀　　3

3　ユ6

♀　30

6　28

9　19

♂　33

♀　15

72．50

27．50

20，69

79．31

29．57

71．411

7．14

92，86

47．62

52．38

SO．OO

20．00

32．00

60，00

56。00

38．00

66．00

30．00

4粒雌雄不明

3粒雌雄不明

2粒雌雄不明

／

以上の結果より見る時は一代交難種に方笹は濾光装置下に於ける螢光色と晦雌との

關係は複難にして一定の關係無きが如く見ゆれども詳細に槍する時…は純精種に於ける

と同一なる關係の存在する事あり。多くの場合に於て白繭に於ては大膿黄色螢光繭は

雄の場合多く紫色螢光繭は雌の場合多く黄繭に於ては螢光明黄色は雌の場合多く暗黄

色は雄の場合多し。

第五節　螢光物質の分離

　太陽燈櫨光装置の下にて螢光を機する物質に就き分離を試み次の如き成績に到逮せ

り。

白繭一代交雑種國獄日一號×國駕支四號の繭を太陽燈櫨光装置下にて螢光色によ！て

黄色繭と紫色繭とに分ち然して次の如く塵理せりe

（1）　紫螢光色繭

　繭暦二〇〇瓦を取り95％の酒精約2．5立を加へ加堅釜中に於てo・5氣蜷の下にて

30分聞嘘理し直に櫨過せり濾液は美麗なる紫色の螢光を與ふ同一塵理を反覆すること

二図共浸1：1腋を合して低厘曇低温の下にて濃縮す濃縮に際してセリシンの沈澱を生する

を以て是れを濾別す濃縮したる液は燈黄色を呈し著しく美麗なる紫色の螢光を放つ可
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焚乾澗し牧量o・5833瓦を得たり。かくして得たる物質は何れも舎利別歌を呈し結品

せず少量を取りて是れに曹達石荻を加ふる時は熱せざるも容易にアンモnヤ瓦斯を畿

生し窒素の存在を示せり爾ほ次分中は燐の存在を示せり。

　95％の酒精を以て浸出したる後の繭暦は更に50％酒精を以て力雌釜中にて0．5氣

匹匹D下にて30分間庭理す同一なる虚理を反覆する廓二回其浸出液は何れも紫色の螢

光を磯生す尚ほ此溶液中にはセリシンが多量溶解し來る此浸出液を合し低墜低温の詐

にて蒸溜濃縮し更に95％の酒精を加へてセリシンを沈澱す。セリシンの櫨液を更に

濃縮してエーテルを加へたるに沈澱を生ぜり此場合に於ける沈澱物は黄紫色の螢光を

放っ其牧量0．6031瓦なり此物質も窒素及燐を含有琶り此の濾液の沈澱は濃厚なる紫

色の螢光を放つ此溶液を低墜低温の下にて蒸獲乾澗し褐色の含利別状油1旨1伏物質が得

らる其牧最0・4776瓦なり。此物質はビウレツト反慮を與えす95％の酒精に1容解せる

ものは濃厚なる紫色の螢光を呈す然して此物質も窒素及燐を含有せり。

　以上の操作により得られたる紫色螢光を與ふる物質の総量は次の如し。

　　　酒精に溶解しエーナルによりて沈澱せざる物　　　ユ・0609瓦

　　　酒精に溶解しエーテルによりて沈澱せらるN物　　1£096瓦

　　　合計　　　　　　　　　 2・270δ

（2）　黄螢光色繭

　黄螢光色繭暦200瓦を取り紫螢光色繭の場合と同綴に95％澗篭サを以て加燃釜中tc

て0・5氣墜の下に30分聞二回麗理す然して其浸出液を濃縮し分離せるセリシンを濾

別す該侵出液は濾光装置下にて紫色の螢光を現はす。其浸出液を夏に濃縮してエーテ

ルを注下し沈澱すべき部分を分つ即険量o・111瓦なり褐色を呈し櫨光装置下にて黄紫

色の螢光を放つ其濾液は是れを蒸磯乾澗しジキ牧量］・079瓦を得たり該沈i殿もビウレツ

ト反慮をを呈さす窒素及燐の存在を示す。

　95％酒精を以て浸出したる繭は璽に50％の酒精を加ヘカ雌釜にて0，5氣墜の下にて

30分間塵理す。然して後浸出液を分つ此の如く塵理する額二回其浸出液を合して低温

低撚の下に濃縮す浸出液は濾光裟置下にて著しく黄色の螢光を與ふ濃縮液は爾黄色を

呈す。是れに更に95％酒精を加へてセリシンを悉く沈澱せしむセリシンの櫨液は更

tcエ　一テルを加へて沈澱する物質と否らざるものとを分っエーテルによる沈澱は其牧

量0・5025瓦濾光装置の下にて黄色螢光を與ふ含利別1伏褐色物質にしてビウレツト反

慮を呈せす窒素及燐を含有す。

　エーテル沈澱の濾液は低温低墜の下に蒸獲乾1固す其牧量O．77瓦にして櫨光装罎下

にて紫色の螢光を放つ此物質も油…胤伏を呈しビウレツト反慮を與へす窒素及燐を含有

す。
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　以上の結果より見る時は黄螢光色の繭暦中にも紫螢光色を輿ふる物質存在する事．明

かにして以上の實験の結果に於ては

　　　艶螢光物質（紫黄色をも含む）腕ζ寂あて沈）・・脳瓦

　　　紫色螢光物質（エーテルにより沈澱せられざるもの）　1，85茄

　　　合計　　　　　　　　　　　2．46go
尚ほ以上（1）及（2）の結果を綜含すればi次の如し。

野辮婆1毅鰐満一テルによ　駿撮響＊鶴轡とエーテ，・によ

繭の種類

@■
重　　最

酒糊こ溶解する全最に

ｱする％
螢光色 重　　量

酒織二溶解ずる全量に

ﾉ劃する％
螢光・色

紫螢光色繭

槫｣光色繭

瓦1．OGO9

P．8555

　46，73“　75ユ5 紫　　色

ｩ　　色

瓦1．2096

O．6135

53．27

Q4．84

帯黄紫色

?@　色

上表螺螢光舗中聯潔色を呈するものは辮絶i蟹微賜・して殆んど紫色とも

爲し得るものにして紫艶繭は殆んど紫色の螢光を鄭・る物のみにして雌光色を呈

する物質は微跡在すると見倣しそ駅し．然し騰の關係は騨劔1！何によりて大い

に韻あるもの拷へらるるな輪醍・等翫艦の化騨勺繊に關して｛ぱ撫研獅

の事に圏せり。

第六衝了　繭に關する實験の溜恩括

　以上繭に關して行ひたる’凝験の結果を綜合すれば次の如し

（1）繭を太陽燈濾光装置下に置く時は繭の種類によりて特種なる螢光を現はすもの

なり・2防舗は紫色・艶及共・醐臨輔醐艶及ll繍触現はすものkb。

（2）太陽燈櫨光装置下にて現ぱす螢光は同・一一の繭にても共繭暦の内、外及中暦によ

りて異るものなり・實験せる範園に於て1蜘鞭鰍に於ては外鳳な紫似は淡紫色

にして級裾は艶なる鵬と紫色とな翻合とあり。繊櫃灘llに方争徽外暦は

1麟色tcして中及裾は灘・灘誠は紫触呈す繍もありイ咬尉庭轍於て職

及紫色の外に斯欄色を現1就鰯に於ける現鰍態も繍と勧細糎に於けるが

如き一一定の傾向を示さす。

（3）肉np・　tcて儲色確せる輔は櫨光蹴の下に於ては大部頒色螢瀧現はす

ものなり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（｛）織樋蝋にして濾澱醒呈の下にて艶を呈するものは一ttF．・eして欺して馳

を獄すもの醐三として雌なり・糸備種灘　に於て劇詳艶曜光糊はすものは，｝三　’

として雄にして嚇色駐として雌なり．純鞭に於ける螢光触一代難騨畷
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光色に比する時は一般に鮮明の度低し一i代交難種に於ては大腿に於て以上の關係の成

立するものと否らざるものとあり。

（5）繭暦を加墜釜巾に入れ95％の酒精を以て0．5氣蜷の下にて30分間虞理する時

は紫色螢光を現はす物質は大部分抽禺する事を得尚ほ斯く浸出したる繭暦を更に石o％

の酒精を加へて加歴釜中にて同檬虚理する時はセリシンと共に黄及紫色の螢光を現は

す物質を抽出し得るなり。然して低温低駆の下にて濃縮したる後工・一一テルを加ふる時

は黄色螢光を現はす物質を沈澱せしむる事を得べし。

（6）濃厚なる黄螢光色繭中にも尚ほ多量の紫色螢光物質を合有し濃厚なる紫螢光色

繭中にも黄色螢光物質を含有せり。而して此二種の螢光物質は何れも窒素及燐を禽有

せり。

第五章　製繍二關する實験

節一節　灘潤及乾燥状態に方ミて上族せしめたる繭の石英燈濾光装置下に於ける色和の

　　　　差異

　繭の解需が上藤時の漁度の如何によ）tて密接なる關係あるはPt般に認めたる事實に

して又著者の嘗て研究褒表したる事もあり。今若し此の如き欺態に於て上族したる繭

が櫨光装羅の下に於て異れる色相を現出する事を確め得らるL時は繭の解傍の良否を

決定する上に於て大なる便宜を輿ふるものなる事は當を得たる庭なり。

　此顯に關して實験したる結果を次に學』ぐ。

　第一例

　中集×國獄支九號の叢を上芳奨に際して次の諸匠をつくり牧繭後石英燈濾光装置の下

　にて其色相を槻察せり。

試験　11置

最第一匠
霧第二匠

獲第三輝

蒲第嘔
lil第五匿

合第六匿

肱燥日敷

6El

5

4

3

2

1

灘閏口数

0目
】

2

3

4

5

試験匝

最
初

潤
後

乾
燥
の

場
合

第七慨

第入臓

第九嘔

第十1置

第十一運

第十二旺

酬燭日数

　6日

　5

　4
野x

　3

　2

　1

乾燥Ei数

0日
コ

2

3

4

5

他に標準直として普通の歌態に於て上喉せり。標準匠湘度は干均73°F内外漁度ぱ

67°内外乾燥直はz卜均温度は74°F内外漁度は65％内外　漁潤圃は手均温度74°F

内外　漁度は90％内外なり。
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試　験　1置

標　準　1，蛋

第　 一　 麗

．第　 二　 1、lt，1

第　三三　減

身㌻　四　旺

第　五　i　蓬

第　六　嘔

第　七　匿

策　 八　 ll～’こ

錦　 九　 匪

策　 十　 囲

窮十一匪
第十1二1，伍

　　　7X英燈濾光襲置下に於ける色相

＿墨＿些色璽＿L蛮茸色繭1紫色罰爾m

蕪レ1”i：1％

　　　「
　　　　　　59．s8
　　　1　　　　　　　　　　50、5〔］

　　　1　　　　39、5G

1　　　　　『一「一‘　－t’一胴tu　

22，02

1　・…
l　l；：lll

I　　　　15．41

1　　　　13．13

…　　　36．13

45．9sタ6

49．17

40．】2

49．44

‘IO．tttt，

77．gs

90，28

7S．03

s2．58

，94．56

s6．87

63．87

此の奴燃に際して最襯焔繍が多くなればなる不蹴澱置下に於て黄舗を

ナfg」JIIし測阻数が多くなる稚紫舗を枷1け馴餉なり。

策二例

細噺蹴き鯛咽日開・膿脚にして澱を穂に塗化したる號

IIK白×醐獄支四號

桝鴨脚　　溢孟潟縫下に於け・色相
　　　　　　濃黄色劇淡黄色剃淡紫色繭i濃紫色繭

灘　度5°％　　　42％　　43％　　12％

”　　72　　　32　　　48　・　10
”　　94　　　8　　　48　　　14

」2％

10

30
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國慧日一一・○×國鐙支一…〇三

藤中漁度

灘　度50％

〃　　　72

〃　　　94

濾光装置下に於け　る色相
濃黄色繭 淡黄色繭． 淡紫色薗 濃紫色繭

34％

R8

O

42％

R4

Q2

10％、

z2

Q6

14％

PG

T2

正白×國獄敵九號

濃申灘度

漁　度50％

”　　72％

”　　94％

流光装概下に於ける色相
明黄色繭1　，1・，閥色繭

58％

20

2

24％

66

60，

嗜黄色繭
ユ8％

コ4

38

　漁度を一一定にし温度をi攣化したる場合　　　　　　　　　　　　　．

、　國獄支一一〇三號×國鑓日一一〇の品種に就いて上族中の漁度をgo％としたる場會

流　光　装　渦　下　色　相
藤中温度 藤中日薮

濃焚色繭 淡黄色繭 淡紫色繭 濃紫色繭

68°F

V70

W60

叩65

4％

W0

42％

R8

Q6

40％

R9

R6

14％

P6

R3

族中漁度を72％とし濫1度を種々に攣化したる場合

正　白×新白を以て實験す
マs

灘光襲罹下に於けろ色相
ヲ淡中温度 籏中日数

濃艶繭　淡黄舗L淡紫触赫1濃紫

680F

V70

W60

6日

T4

52％

T0

T0

閥　　40％

@　38
@　44

8％

W4

0％

4

2
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　　以上多数の結果よりして上擬中に於ける温漁度は瀧光装置下に於ける色相に留接な

　る關係ある寓は明かにして白繭種に於ては乾燥なるに從ひて濃黄色繭の割合を増ブ川し

　測肱る程濃紫舗の割合をitlt」Jけ・灘髄に於て騨乞鰍碓嚇色繭の割合献穿

　加し漁潤なる程1厩黄色繭の割合が増力llするなり。殊に高温多灘の場合には上記實験の

　範關に於ては白繭種に於て濃黄色繭を全く歓除せる場合あり、爾ほ漁度を一定にして

　濃を墾化した糊合に於て園媒度離擶には膿哩化は影響あれども徽の高

　からざる場合には何等著しき影響あらざる様に思考せらるNなり。

　第二節　不f英燈櫨光1装置下に於ける各種現色せる繭と繰綜との關係　　　　　　　　’

’　　雰∫…理｛　概　　　誰と

　　前読に於て巳に縄したる奴太陽燈濾光装置下に於ては繭は」、劇・の澱の嫡

鳳り絶撒異にして鵬才しるを以て共の酬似・佃・より繰総關係のある事は

容易に推柵られ鶴なり・この薯趨騰せんために瀦等は次σ詳顯に動て實験

　を行ひたり。

　　鍔∫二讐｛　貨醇一雪試駈鹸

　　供課　を太陽燈櫨光装跡々・於て濃難醐絶醐11馳繭（燃蝋｝鋤紫舗に

　四分し各々に就きて繰綜試験を行ひたりその結果は次の如し。

　　∬Ji；　ti∈“1は」二田塵i瀦樟欝蓋篠薗

濃 黄 色 繭 黄 也 繭
中（白

間色繭
F　繭） 紫 色 繭

重　　一iil：（グラム）

粒　　数

煮1醐貼…問　　（分）

索奉・M喝i間　　（分）

繰£’i＆1時…間　　（分）

300

579

　2

12

1to

緬　時　間　（分）　1　　　　】22

・切　　腫折　扱　　　　　　1　　　　　　　11

落緒繭数　　　1　　　26

繰綜幾繭　　　1　　　　4

　　　　　　　　1
蛋　　糸糸　報：　（瓦鵯）　I　　　　　　u1．1

1・日叢鷺側　　謝

300

570

　2

11

ユ30

141

19

37

　9

1（，・1．8

44．6

67，猛

300

538

　2

iO

93

コ03

14

45

8

100．6

5S．6

5L1

300

512

　2

12

92

104

21．

37

9

99．s

57．5

52．1

以上の繍ミよ睨る瞳1轍は蜷…瓦燭して1珪髄㈱鞭も多く紫酬1澱
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も少し夫故に濃黄色繭より紫色繭まで順次に繭ノ［多が大くなる事を示してゐる。

繰糸糸時i田は濃黄色より紫色に到る順に從ひて減少してゐる生縣量は濃黄色より紫色

に到る順に從ひて減少して思る。

鋸三項第二試験

節一試験と同様に上［1薩春壼訟繭に就き太il易燈櫨光装置の下に黄色繭凶色繭（中開色）

及紫色繭の三繭を撰操して繰縣試験を行ひたり典認1果次の如し。

（tL）太陽燈濾光装置下に於ける黄色繭

供試糊重硅（瓦）

供試繭粒数　（粒）

架緒時…問（分）

繰糸糸1昨間　（分）

総日畠聞　（分）

切捧新圓傲　（回）

落　繭撒（粒）

淺繭二数（粒）

生糸量（冗）

第一・回

150

2，5　・L

6

57

63

s

21

4

53．4

第二回

150

Σ55

7

・tg

56

2

22

5

53、2

第三回

150

245

6

51

5s

10

2S

6

53．7

㌶四阿

150

25⑪

6

・藍9

5呈

7

19

0「

52．4

第五回

150

256

6

・17

53

7

17

・L

53．3

（1））濾光…装置下に於ける白色繭

供試繭重量（瓦）

供試繭粒数（粒）

索緒時間　（分）

繰継時間（分）

総時　間（分）

切噺回数（回）

落繭二数（粒）

幾　繭　数（粒）

生糸糸量（瓦う

第一一・回

150

231

7

51

5S

5

17

7

50．6

第二回

150

231

7

44

51

6

16

5

4「）．8

第三回

ユ50

230

7

45

昌2

4

19

7

49．0

第四回

150

231

　6
　48

　54
《x

　g
　Ls

　o

・19．3

第五圃

150

230

8

4・↓

昌2

7

25

7

47．3
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（｛i）濾光装置下に於ける紫色繭

供試繭重童　（瓦）

供試繭粒数　（粒）

索緒時間　（分）

繰糸糸暗間　（分）

総　llGi間　（分）

・切断囲数　（圓）

落　繭数（粒）

淺　繭数　（粒）

El：．　縣量　（瓦）

第一回

150

23－t

8

47

55

3

ユ3

2

48。7

第二回

150

244

8

49

57

6

29

5

47．6

第三団

150

241

’6

50

56

5

ユ8

1

49．5

第四回

ユ50

232

8

43

51

6

32

6

48．1

第五回

ユ5Q

232

7

44

61

5

35

e「

4δ．7

（d）謝照繭（濾光装置下にて撰別せる黄、白、紫の三色繭をユド等に混じ走る扉iの

供試繭重量　（瓦）

供試繭牙立数　（粒）

索1鰭時間　L分）

繰綜日＄間　（分）

総　時　間　（分）

切tlYr回数　（圓）

落　繭数　（粒）

残　繭：鍛　（粒）

tl三　継　：妊　（筑）

第　一　圃

150

236

7

53

60

8

53

3

52，盤

第　二　回

ユ50

2虹

7

47

54

9

22

6

60．5

第　三　回

150

241

7

47

54

9

29

4

0t「　O，O

（e）黄白紫色1繭繰綜1試験の挙均儂

供試爾重五量　（瓦ン

供試繭粒数　（粒）

索緒時問　（分）

繰孫μホ閻　（分）

細B＄；問　（分）

黄色繭

150

252

6、6

0「o．5

57．0

白色繭

150

230

7。0

46．0

53．O

紫也繭

150

236

710

46、6

b3．6

s［」’　照　 繭

150

239

7．o

i19，0

d「　t．｝。O
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以上の結果より見るとき濾光装置の下にて黄色を呈せる繭は繭形が小さく典他の色

を呈する繭は鯨り小ならざるなり。

　一定の繭を繰縣するには白色繭が最も速かに黄色繭が最も遅くあるが一定量の生綜

を製する時閏は黄色繭が最も短くして紫色繭が最も長V・のである。

次に指数を以てこれを示せば

黄　色　繭 白　色　繭 紫　色繭 封　；Kl　繭

n

（分）

繭150瓦繰糸糸時間 57．0 53．0 53．6 56．o

同上　指数 101 94 95 10｛｝

聯糸50瓦繰繍昨間 53．3 53」 55．2 54．9

同上　指数 97 97 ユ00 100

　次に生綜量を見るに獅0瓦の繭より得らるX生紐量は黄色繭が最も大であるが…

時閤の繰懸量を比するに黄色繭と白色繭と1ま殆んど同様なり指数を以て示せば次の如

し。

繭150瓦生紛｛1是（瓦）

　同上　指数　　・

1時間繰糸絋赴　（瓦）

　同上　指数

焚色繭

53．4

105

56．0

102

白　色　繭

：19　．3

97

55．8

102

紫色　繭

48．5

95

54．3

99

甥’照　繭

　　　50．9

　　10U

　　　54．5

　　／00

第四項　第三試験

　太陽燈濾光装置下にて類別せる黄’色白色及紫色繭中より更に淡黄詑炎・々費、白色に近

き紫色繭を撰別して繰綜試験を行ひたり共の紬果次の如し。

本試験の原料は上田産春獄繭にして第二試瞼と同一なり。
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淡・髄．色
黄色繭巾よリ撰別也ろ
@　　　　　　繭

P

白色繭中より撰別ぜる

@淡々黄色繭
紫色醐中より撰別ぜる

@白　紫 色　繭
1 2 1 2 1 2

一
供試繭重贅（瓦） 150 150 150 150 150 150

供試繭粒数（粒） 247 251 242 242 236 233

煮繭畦問　（分） 2 2 2 2 2丁 2

索緒時間　（分） 7 5 7　ヤ 5 5 6

繰糸糸時間　（分） 48 49 47 45 48 43

絡時間　（分） 55 54 54 50 53 49

切噺画数（回） 9 9 6 6 12 6

落繭数「（粒） 13 ユ9 25 24 2荏 33

残繭数　（粒） 4 5 6 5 4 6

生　綜　壷　（弐） 5ユ．8 61．9 窪　50．6 49．8 48．1 47．7

】鞭ガ150グラムよVJ
の～F均娠練量（翼）

繭150グラム糸薬練
時閻　　，　（分）

1時間繰縣量（瓦、

ル練50グラム
繰孫時閥　　（分）

5コ．85

54。5

57．1

52．4

50．20

52．0

57．9

51．8

47　，9，　O

51．0

56．3

53。3

　以上の鞘果より見るときは櫨光装置下にて黄色繭より撰別せる淡黄色繭は同一重澱

中粒数多く從て繭形は！J・なり。是れに反して紫色繭より撰別せる白紫色繭は繭形大な

り。

繭15°瓦を繍する腰する時闇は紫舗より撰別せる螺舗が最も短く馳

繭より撰別しtcる淡黄色繭が最も長く3牲綜50瓦繰綜し得る時聞は白色繭中より撰

別したる淡嚇色繭が最も短く紫酬1範より別けたる螺色繭が最脹し。

脚5°蹴り得らる・生繍ぽ艶繭中よ鵬焔淡艶㈱・最脇く馳醐・
より分別したる淡・を黄色繭はこれに次ぎ紫色繭中より得たる白紫色繭は最も少し。

　第五項第四試験

聯に年欄に於て特にヒ脚欄に於て献礎塒の繭｝蹴き士陽燈鞭肌て

黄・白・紫色繭の三種紛別し繰鰍験を行ひ劾期糸線次のxtpし本繭にありては

紫色繭の割合は著しく多かりき。　　　　　’
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供試繭重鍛（涙） 150 ユ50 150

供試繭粒数r粒） 258 230 230

煮繭総峙間　（分） 21 ’　　　　　24 24

索緒総時間　（分） 34 25 37

繰綜晧醐　（分） 67 60 7［

索緒繰綜総時間 101 85 10S

切蜥回数（圓） 4 10 10

落緒繭数　（粒） 36 13 37

繰継窺繭　（粒） 11 7 12

茎k継彙（瓦） 47．2 4ユ．6 39．7

1時間繰綜蚤（瓦） 42．3 4L6 33．6

　以上の結果より見るときは同一なE量に1酎する繭の粒数ぱ費色郡1多く共他は少し即ち

前試験と同様に黄色繭は繭形小なり繰縣時間1よ白色繭最も少くして次に費色紫色の順

を爲ぜり生継量は黄色属！珂は轡しく多く紫色繭は最も少し…時間の繰縣景は黄色爾ll最も

多く白色及紫色の順を爲す。

　第六項第五試瞼

　太陽燈を使用し分別したる黄色繭、tt　i色繭及紫色繭を各種の割合に滉合したる原料

tc就きて施行したる繰縣試瞼にして原料繭は上田舞獄蒜薗を使用せり各颪に於ける三色

繭の幌合の割合を記せば次の如し。

試験1畷番號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

11

黄白紫三色繭の配合

黄：白：紫

白

紫

黄：白

輩診自

1笥：紫

白：紫

費：紫

費：紫

潰・自

前記三色繭混今割倉

1　：　1　：　1

全部黄色　繭
全　部　白　色　繭

全部紫色繭
1　：　2

2　；　1

1　：　2

2　：　1

1　：　2

2　：　1

1　：　1



第一齪〕　　　　　　　太陽燈の獄繭及生継に關する賓験　　　　　　　　121

12

13

14

15

16

17

白　：紫

紫：黄

費：白　：紫

費：白　；紫

黄：白　：紫

費：白　：紫

1　：　1

1　：　1

1　：　2　：　3

3　：　2　；　1

2　：　3　：　2

ユ　：　3　：　1

上記各硬に就き繰綜試験を行ひたる結果を示せば次の如し。

＼試珈置試験卿＼、
1 2 3 4 5 6

供試繭重量　（瓦） 150 150 150 150 150 150

供試繭粒徽　（粒） 263 255 245 245 250 254

煮繭時閲　（分） 2 2 2 2 2 2

索緒暗陶（分） 4 3 3 4 3 3

繰i謙晧間　（分） 偲 59 51 55 64 52

索緒繰繍恩時間 67 62 54 59 67 55

切　噺藪　ぐ回） 11 工0 9 9 ユ4 2

落緒繭数（粒） 9 7 9 13 13 10

繰練淺繭（粒） 6 3 4 4 6 6

生　縣童（筑） 52．2 614 51．5
・　　　5αb

52β 55．1

1塒…聞癬糧（瓦） 46．7 59．7 57．3 50．8 弓7．9 60．0

50瓦繰系糸時間 64ユ 50．5 52．4 59．0 63．6 49．9

供試繭量燈　（気）

供試繭粒敷　（粒）

煮、繭時問　（分）

索緒時間（分）

繰練時間　（分）

索繕繰継総時間

’切漸扱（回）

落緒繭数　（粒）

繰謙残繭　（粒）

7

150

2　［．S

　2

　5

53

58

7

8

3

8 9 10 工1 ユ2

150 150 150ノ 150 150

257 232 246 248 246

2 2 2 2 2

3 5 4 4 4

47 54 56
　　　1
T7 53

50 60 6疋 57

6 6 5 8 10

8 6 5 9 4

5 4 5 4 5
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生　縣　鴛　（瓦）

1時間繰縣量（瓦）

50瓦繰練時聞

5コ2

53．0

56．6

51．1

61．3

48．9

　52．8

　53．6

、55．9

54．9

54。9

54．G

53．5

52．7

56．9

49　，7

52，4

57．2

＼試蔚瀟一塑1亘　　　　　　　＼　　　　　　　　、、

13 14 15 16 ユ7

供試繭重最（瓦） 150 150 150 150 150

供試繭粒数（粒） 249 253 251 251 249

煮繭時聞　（分） 2 2 2 2 2

索緒暗問　（分） 6 5 5 4 5

繰綜時間　（分） 55 54 47 49 50

索紺繰緕絡時間 61 59 52 53 55

切　噺　数　（回） 7 6 5 4 6

落緒繭数（粒） 11 11 24 7 ユ0

繰綜残繭（粒） 一 ｝ 一 一 　

生　練　最（瓦） 53．7 51．9 54．3 52．7 52．1

1時間繰縣猛 52．8 52．7 62．7 59．7 56．9

50i瓦繰糸糸懸閻 56．7 56．8 48．1 50．2 52．7

　以上の結果より見る時は次の如き窮項が知らるるなり。

（1）：一同一重量に封する粒数は2・6．8．等の如く黄色繭の多きものは大となり此

れに反して3・4・9・12．17．の知き由色繭及紫色繭の割合多きものは小数となる即ち

黄色繭の多きもの程繭形は小く白、紫、色繭の多きもの程繭形は大となる傾向あり此

等の瓢は前記實験と一一twせり。

（2）；一繰綜時闇

　2・3・4・の如く各種の繭を混合せす軍色の場合に於ては玉50瓦の繭を繰綜するに要

する時闘は3・4・2帥ち白色繭、紫色繭及黄色繭と云ふ順を爲す然し50瓦生縣を遷

るに要する繰綜時聞は（2）は44．8分（3）は45．9分（4）6；は5L7分にて（2）

師ち黄色繭が最も短かく（4）帥ち紫色繭は最も長し上記各種の繭色の相異ぜるもの

を前記せる如き割合に混合したる場合には繰綜時閥の上にξ卜撚たる差異を示さざるな

り。

（3）：一繰懸蚤

　各試瞼颪の繰縣量を比するに便なるために第1匠に於ける繭150瓦よりの繰綜量及

1時間の繰綜最をユ00として昏麗の繭150瓦及1時閏の繰縣量を現せば次の如し。
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繭150瓦よりの
　繰縣量指数
1時間繰綜量指数

＼｝遡竺
繭］50瓦よりの

　繰隷量指数
1日3間繰緕最指二数

＼試験腿
　　　　＼
繭150ユ笛よりの

　繰縣燈指数
1　日岳聞繰Z糸・ae　‘i旨数

1

】OO

100

7

108

101

13

100

95

2

118

129

8

94

111

14

98

fO

3

98

ユ22

9

99

97

15

103

109

4

95

ユ09

10

103

s9

ユ6

100

102

5

100

94

11

100

95

17

99

97

6

10δ

119

12

93

9δ

　此れより見るときは第2碗Pち費色繭は繰懸景著しく多く且1時聞の繰懸量も最も

多し第3置及第4遮廓ち白色繭及紫色繭は何れも繭ユ50瓦よりの繰綜量は少きも1時

間の繰縣量は墾撚颪に比して大なり。

　其他三種の繭を混合したる場合に於ては第6・ユ0・15・颪の如く黄色繭の割合多きも

のは概して繰綜量多く此れに反して紫色の割合多き匿帥ち第8．12及14置の如きも

のは繭ユ50瓦よりの繰綜量少し。尚ほ111寺閥の繰綜量に就きても黄色繭の割合に多き

試験匿第6風第15鼠の如きものは1時闇の繰縣壷大なるが白色紫色繭の割合多き

第5．9．12・13・14・等の匝は一般に1時闇の繰綜量減少しつつある傾向を示せり。

　第七項　　第六雛鵬愈

　　秋慧繭に關する試瞼

　以上はすでに春獄繭に就きて行ひたる試験なるも爾ほ上田産秋翻繭に就きて同一な

る試瞼を反復せり。’

　（第r）大正十五年（1926）産上田秋獄繭に就き太陽燈濾光装置下にて費色繭自色

繭及艶繭噸別し籠蹴きて各f暴辱試繭3・・乃至］δ・瓦宛6回繰懸繊を反復せ

り共のヱF均便を示せぱ次の如し。

　各匪六回の繰綜試験の準均贋

＼＼T．一、種　　別

試瞼項目’

供試薗爾重量　　（瓦）

供試繭粒数　（粒）

黄　　色　　繭

150

344

白　　色　　繭

150

354

紫　　色　　繭

150

359
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索緒時開　（分）

繰練蒔問　（分）

索緒繰続総晧悶（分）

切噺教咽）
落　繭　数（粒）

淺繭　銀（粒）

生綜星個）
10芋間繰綜量（瓦）

50瓦繰綜｝嗣岡（分）

2L2

47．7

6S．9

5。7

73．7

6．0

45。3

39．5

76．0

　　　21．7

　　　48．7

1　　　　70．4

　　　　5．2

　　　77．5

　　　　6．5

　　　44。0

　　　37．5

　　　SO．0

21．0

50．5

7L5

8．5

6」．5

5，7

43。5

37．6

82、O

　（第二）　昭和二年（］927）上田産秋憲繭に就きて太陽燈濾光装置下にて表f色繭、白

色繭、淡紫色繭及濃紫色繭の匹1種に類別し各臓に就き各11琳亘繰綜試瞼を行ひ共の雫士勾

を求めたるに次の結果を得たり。

　各匠四麗繰綜試験の耶均債。

黄色繭 白　色繭 淡紫色繭

供試繭重量（瓦） 200 20， 200

供試繭粒数（粒） 409 403 39S

漱 温　　度（°c） 920～96 92～96 92～96
繭 時　　閲　（分） 1．5 L5 L5

温　　慶（°C） 73～76 73～76 73～76
繰

索緒回藪（饅） 4 3 5

索緒時聞　（分） 9．4 8．4 ユ4．3

綜
繰縣時間　（分） 61．8 69．0 67．4

総　　II寺（分） 71．2 77．4 81．7

切 噺　数（回） 6 ユ3 9

落緒繭激（粒） 293 252 324

残　繭（粒） 5 6 6

揚　繭（粒） 2 3 3

死籠繭（粒） 2 1 4

玉繭（粒） 0 1 3

益 糸糸　最　（瓦） 65．0 62．9 61．1

1 時閥繰縣量　（瓦） 55．1 48．9 45．0

50弐繰縣時間　（分） 54．5 61．5 67．0

濃紫色繭

　　200

　　38S

92～96

　　1．5

73～76

　　6
　　18．9

　　66．3

　　85．9

　　8
　　418

1M’

@　6

　　2
　　4

　　0
　　58。0

　　41．0

　　71；．5
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　　以上第一第二繰懸試駿の結果より論結する時は次の如し。

　（1）：一一粒　　　鍛

　　第一試験の結果に於ては色相の差によりて150瓦の繭の粒鍛の上に何等特性を認む

　る事能はざるも第二試験の結某は前記せる各種の試験の場合の如く黄色繭は他に比し

て一定璽量中の繭数最も多く濃紫色繭は最も少し帥も黄色繭ぱ繭形比較的小形にして

　紫色繭は比較的大なり。

（2）：一繰継時間

　繰縣時闇は先れの場合に於ても太陽燈櫨光装置の下にて黄色を呈する繭は繰綜時闇

最も短く白色淡紫色及濃紫色の順次に増加せり。生綜50瓦を繰縣するに要する時間

は苛色繭は最も短くして白色淡紫色濃紫色の順に増加せり。

（no）：一一繰縣量

　繰綜量は第一．一第二試瞼共に黄色繭は最も多く白色淡紫色及濃紫色の順次に減少す。

然して一時間繰綜量も黄色繭は爾實験共大な！i）省第一試瞼に於ては白色繭と紫色繭と

は大略同様にして第こ二試駒に於ては白色淡紫色及濃紫色の順に減少せり。

（4）：一櫨光装置下の色相と牧繭よbの経過時間

　實鹸せる範園に於ては秋繭は春繭に比して櫨光装置下の黄色の程度が淡きものなれ

ども生糀なすとき㈱姓総殆ん蹉異を認跡是鰍繭は比較的醐刻・暦が

黄色のものあるを以てなり。然し牧繭より繰綜に到る時聞の長きものは否らざるもの

に比して一般に繭の色相は濃…厚であり然して是れより繰縣したる生縣が淡色を現はす

此の現象はt色のものに最も著し。

　前試験に於て第一試瞼の黄色繭は第二試瞼の費色繭に比して著しく濃色なり其他の

色相に於ては此の如き現象を認めざるなり。

　第八項黄繭に關する試瞼

　以上は白繭に就きてなしたる試験なるも黄繭に就きては如何なる關係あらんとの考

への下にこの試験を施行したるなり。

　輩繭は此れを明黄色中聞色曙黄色に匿別し、

　明黄色は白繭の黄色を現色せる繭と同じく黄色を現色し腰黄色は白繭の紫色を現色

せる繭に相當せるものなるも自繭の紫色繭程紫色の程度明らかならす。

　中間色は前二者の中間にありて一部費で一部紫色を現色せるもので白繭の白に網當

するものなり。

　昭和二年春盈繭の費繭に就き太陽燈濾光装置下にて明黄中聞噌背の三種繭に類別し

各種にっき150瓦宛5回繰綜試験を反復せりその結果次の如し。
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明 黄 色 繭

1 2 3 4 5 李　均

、供試繭重量（瓦） 150 150 ’　　150 150 1ゐ0 150

供試蔚粒数　（粒）
・218 219 224 221 223 ・221

煮 温　　度（°c） 92～98 92～98 92～98 92～9S 92～98ヒ 92～98

繭 時　　間　（分） 1．5 1．5 1．5 1．5 i．5 15

温　　度（°c） 75～78 75～78 75～78 75～78 75～78 75～78
繰

索緒時間　（分） 7 4 1 0 0 2．4

繰紙時間　（分） 43 r　44 48 46 45 45

継
紺時間　（分） 50 48 49 46 45 47．4

切 断　数　（回） 10 5 6 S 4 7

落緒繭数　（粒） 196 185 ユ45 149 131 161

屑 淺　　繭　（粒） 3 4 3 3 3 3

物 揚　　繭　（粒） 1 2 0 0 0 1

生 緯　量　（瓦） 47．8 48．3 48．7 49．2 48．3 48．5

1 時間繰練量（瓦） 57．4 60．4 59．7 64．2 64．4 61．2

50瓦繰孫時間 42．2 49．6 50．2 46．7 46．5 47．1

　供試繭重量（筑）

　供試繭粒数（粒）

諜篤審：

　　温　度（°C）
　繰
　　索緒時開　（分）

　　繰続時間（分）

　　総暗間（分）

　切　断　撒（岡）

　落繕繭敷（粒）

　1否残　 繭（粒）

　嬢勿　　揚　　　1葡　　（粒）

1生k￥・量（瓦）

申　　　　間　　　　色　　　　繭

1

　150

　243

92～98

　2．0

75～78

　　6

　47
　0「3

　　4

　180

　　5

　　2

　51．0

2

　150

　248

92～98

　2．0

75～78

　　5

　54

　59
　　6

　232

　　δ

　　0

　52，9

3

　150

　243

92～98

　2，0

75～7S

　　3

　49

　52
　　4

　ユ55

　　5

　　3

　0’　1，3

4

　lo「0

　244

92～98

　2．0

75〆》78

　　9

　50

　59

　　3

　219

　　2

　　2

　50．S

e「

　150

　253

92～98

　2．0

75～78

　　1

　5を

　55
　　2

　1t）5

　　5

　　0

　5L3

準　均

　150

　246

92～gs

　2．0

75～78

　4．8

　50．8

　55．6

　　5

　188

　　4

　　1

　5L5
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1　日吉∋間繰系糸量　　（コ司）　　　　　　　57．7　　　　　　53．8　　　　　　　59．2　　　　　　5L7　　　　　　55．9　　　　　　　57”7

50　｝℃　尭彙　糸糸　口患　『賢fi　　　　　　51．9　　　　　　55．7　　　　　　　50．7　　　　　　58．0　　　　　　　53．6　　　　　　　54。0

暗 黄 色 繭

・

コ 2 3 4 5 ヱド噛 ﾏ

供試繭重量（瓦） 150 コ50 150 150 ユ50 150

供試繭粒数（粒） 283 292 295 296 292 292

繭

訓　　温　　度（°C）　　日芋　間（分） 92～9S

@乳0

92～98

@2．0

92～93

@2，0

92～98

@2．0

92～98

@2．0

92～gs

@2ρ
温　　度（OC） 75～78 75～78 75帽78 75～78 75～78 75～7S

繰
索締時間　（分） 12 15 11 8 8 工0．8

練
繰綜時間（分） 56 54 54 55 51 5壬

絡暗間　（分） 68 69 6う 63 59 64£

切 臨　撒（國） 4 4 5 F　2 5 4

落緒繭数（粒） 278 2S2 264 £67 244 267

屑 残　　繭（粒） 2 7 3 2 4 4

物 揚　　繭（粒） 3 1 5 2 0 2

生 縣　最　（瓦） 50．1 5α5 49．8 50．1 49．8 50．1

1 時間緑系糸燈（瓦） 44．2 43．9 45．9 47．7 50．7 46．5

50瓦繰綜時間 67β 68．2 65．2 62．8 59② 64．6

　以上の放績よりその結果を綜合すれば次の如し。

（1）：一一粒　　　数

　繭150瓦中の粒数を見るに明黄色最も少なく申聞色「暦黄色の順に多し此の域績は白

繭の場合とは企く反謝の現象を示し繭形はll誹黄色最も小にして明費色最も大なり。

（2）：一糾葛　　縣

　索緒時闇繰縣時開及び此れが縛時閥は明黄色最も少く中闇色此れに次ぎll辞黄色は最

も多し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（6蟹｝）：一落緒繭数

　此れは明黄色最も少く暗黄色最も多し。

（4）：一一ec縣彙

　繭ヱ50瓦から繰懸せらるる生綜量は暗黄色最も多く明黄色少し然れども一一定時闇内

」嚇総らる融継は嚇亀多く輔卸職色の順に凱。
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　　この後者の現敦は白繭の場合と一致す。

　（6）：一一太陽燈上の黄繭綜

　　上記の如く黄繭を明黄色rl1間色疇黄色の三種に分ちて繰縣せる生縣を太陽燈櫨光装

　置下にて見るときは黄繭を見るが如く生綜も叉この三種の色相を現はせり。

　　第九項　繰懸試験結果総括

　　以上叙述したる繰綜試験の域績より次の如く論結するを得べし。

　（1）一定重量の繭の粒数：

　　（a）一一一（白繭）一一春鷲繭に於ては黄色繭は一定重量に就きて謂講・時は粧数最も

　多く從つて繭形は小なり。

　　白色繭及紫色繭は順次に共の粒数を減す帥ち繭形は白紫色の順に大となる秋麗繭に

　於ては此の關係明瞭ならざる場合もあり。

　　（b）一・（黄繭）一一藤鷲繭に於て明黄色繭は一定量につきて調ふときは粒数最も少

　なく從って繭形は大なり。

　　曙黄色繭は粒数最も多く從つて菌範形は小なり。

　　黄繭は白繭の三色繭に比して反鋼の傾圃を示せるは殊に注意すべき黙なり。

　（2）繰繍寺聞：

　　（a）一（由繭）一一定量の繭の繰縣に要する時聞は春獄繭に於ては白色繭最も短

　く紫色繭是れに次ぎ黄色繭は最も便し然し秋鑑繭に於ては黄色繭最も短く白色及紫色

　繭の順に糟加せり。

　　併して一定量の生綜を製するに要する時間は麻獄に於ては黄色繭が短く紫色繭が最

　も長し秋獄繭に於ても此職は同一なり。

　　（1）〉－G矯繭）一一定量の繭の繰綜に要する時間は明黄色繭最も短くvl二欄色繭此

　れに次ぎ暗驚色繭最も長し。

　　而して一定量の生綜を繰縣するに要する時間は明黄色繭最も短く噌背色繭最も長し。

　　ここに於て黄繭の場合は白繭の場合の成績に比して一定量の繭を繰縣するに要する

時間は反調の現象を呈せるも一定猷の生縣を製縣するに要する時闇は全く一致せり。

　（3）繰懸量　　　　　　　　　　　　　・　　t．．
’　（a）一（白繭）一麻鑓繭に於ては黄色繭が生綜景最も身く然して由色繭及紫色繭

の順に生縣量は減少す此の關係は秋獄繭に於ても大略同檬にして黄色繭は實験範團に

於ては常に繰綜量最も多かりしも白色及紫色繭に於ては大略同様なりし場合もあり。

　　1時間繰糸糧につきては黄色繭最も多く紫色繭最も少し此の事實は春秋鍛繭共に一

致せり。

　　（b）～（費繭）一一建量の繭から得らるる生懸量は中聞色繭最も多く囎黄色繭
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此れにつぎ明黄色繭最も少し。

然るに塒「撫綴に鑓て1醐聴i繊も多く中田1色献隷次ぎ職創ll最も
少し。

醐醐合と蹴煎｝ト趨醐よりえらるる生襯‘・つきて醗く購の購

を示せるも塒r蹄縣縄1こありてはF徽の成績を麗り、、

　即ち白繭は黄色繭最も多く白色紫色繭の順に少し。

　資繭は明黄色繭最も多く中闇色r脾黄色繭の」1畷に少し。

（“t）　太陽燈による撰繭　　　　　　　　　　　　’　　　　　・

鯨の蝋に於て駄F易燈櫨光麗鞭肌て懲する時は大腿に於て艶、陥

（欄ω紫色の三敵分螺を得踊　罎ては職働リ馳及び中馳の三脈

分つこと総然して師の船｝・於て麟舗は以上継せる鰍上最鮪利なり

と瀦せらるSな膿繭の囎に於ては此瀬紛ちて繰織行ふ事が前記せる撚

識の纈よ嫌鹸理肖勺なりと考へらるるなウ誕絶相の異る1。よりてセリシン

の瀕娯にするを以てなり・欄1・關して鮒鋤の蹴を勲ざ為を以て囎し

得ざる漁述の識より論擁1澗黄働を棚ける旅禾Uなり。

第六章　生綜品位に關する實験

娚繍光蜷下にて糊せる三色繹醜ロ狛繭にありて騰白潔色醐繭にあ

りて醐脚附職の勲わ末襲総姓総燃漱蝦ゐ下では騨1糊＿
なる舗槻出するなり・嚇章に於て襯したるが如く艶繭白舗紫鰍及び明

艶醐髄繭職色藩1範は繰総に於ける噸購し偶なd・L　7．　ft以て是れ蹴縦

しての韻上にも脚あるを駆是れt・r3｝dして繊鰍みたり共の纈は麺女。し．’

第…節　錐　一　試　験

本識鰍糸醐和詐縄蛛及び焔一1邪鰍蜘継前記繰総し縣の巾よ

蛾肌て太陽燈縦難下にて難嚴敵翻して撒肋。
　第一・項　肉眼楡望註

・上　田　産　春　獄　糸糸

輩色igtr生糸糸 白色繭生綜 紫色繭出練

色　　澤 色白く

澤多し

色白く

澤多し

色白　く

澤多し

手　　鯛 穂々軟弱 構々軟弱 稽々軟弱

上　田　産　秋　獄　縣

螢色繭生縣

色白く

潔多し

普　　通

1：1色繭坐練 紫色繭生繍

色白く

澤多し

色白　く

漂多し

普　　通 啓　　通
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抱　合 窟着櫓々

強硬

轡着

強健

物著強健 粕不罠 納不艮 密着強健

第二項　繊度楡査　（雫均慣を示す）

上　m　産　春　獄　糸糸

鼓色繭生綜

2F均繊度（デニー，レ）

無水量繊度　（デ＝　一一ル）

正壷繊度’（デニール）

　温度（F）

　漁凌（％）

】3．98

12．50

13．88

73

53

艶菌肱副紫舗蜥
コ425

12，50

13．B8

73

56

ユ5．5S

13no

1521

73

56

上　　田　　熊　　秋　　獄　　縣

黄色繭生綜 白色爾生綜 紫色繭生糸糸

李均繊度　（デニール）

ｳ永最繊度（ヂニーノレ）

ｳ量繊度（デニー，レ）

@濫　度（F）

@滋　度（％）

！3．53

P2．00

z3、謬2

V5

U1

工3．83

P2．20

P3．54

V5

U1

14．53

P2．80

P421

V5

U1

餅‘三項　セリメーター検査　　　　　　　　　

　　　　　　　　　上田産春獄懸

黄　色繭 生練 虐1色繭 生　綜 紫色　繭 生　i辣

強力（践） 伸度（％） 強力（瓦） 伸度（％） 強力（瓦） 個疲（％）

42 17 40 17 45 19

49 18 50 17 49悔 20

52 19 51 18 51 20

55 20 53 19 5｛ 20

55 20 55 19 58 20

55 20 58 20 59 20

57 21 5s 20 6⑪ 20

64 21 58 21 60 22
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64

U8

22

Q2

5s

V1

23

Q3

65

Uδ

躯22

合　　　計 561 200 562 ユ97 566 205

挙　　　均 56 20 56

@　’

20 57 21

測定時の温度73°F　漁度66％

　　　　　　　　上田塵秋鍛綜

黄色 繭生練 1白色 繭生糸糸 紫色 繭生練
強力（瓦） 困度（％）

強力（瓦） 　　一
㈹c（％） 強力（瓦） 伸度（％）

45 Σ0 44 18 51 20

50 20 45 19 51 20

52 20 48 19 51 20

52 20 52 20 52 20

52 20 53 20 52 20

51 21 55 20 54 20

68 22 57 21 58 鮎2

69 22 57 21 60 22

70 22 60 22 60 22

70 22 ’60 22 61 24

合　　翫 5S9 209 531 202 β550

挙　　均 59 21

@　1
53 20

@　「

21

測定時の温度75°F漁度‘11％

第四項セリグラフ検査（400本）

　　　　　　　　上閏塵春蛋謹縣

鼓色繭生縣

繊度
テユ－Jレ

14．50

15．75

17．50

強力

JILl

2Lガ

22．7

24．o

伸度

％
ig

20

20

白色繭佐縣

繊度

コ3．75

ユ・1．75

ユ5．75

強力

17．8

21．6

22。6

仲度

19

19

20

紫色繭虫蘇
繊度厘力

13．75

N．00

16．75

ユ8．2

19．4

23．6

イ巾度

19

】9

20



132　　　　　獄　綜　學　楽∫監　鵠　　　　　〔第一巻

倉　　　　計

準　　　　均

劃一縣條李均

調一テ陶’ニール準均

淵，　度　（F）

漏　　度　（％）

47．75

15．92

67．9

22．6

’J・il

56．5

3．5

59

20

73

56

　　　　「
44．25　　62。Ol　58

1．t．75　　2〔，。7　　　工9

　　　瓦
　　　5L8
1　　　瓦
　　　3列

73

56

4壬．50

14、S3

61．2

20－4

5Lo

3。4

＿－t　　I　．＿＿　　　一＿L＿

’73

51

5s

19

．．ヒ国薩秋獄継（400本）

黄色繭生緯 白 色繭止縣 紫色繭益i謙

綴度 強力 仲度 繊　度
　「

ｭ力 伸度 繊度1強力 伸度

’デニール

P3．75
1誘 駈

］3．⑪0 162 19 13．50 17．0 19

13．75 18．2 21 13，εo 17．0 20 14．U⑪ ユ9．0 19

14．25 20．4 21， 14．50 21．2 20 141251 20．2 2〔，

倉　　　　　計 4L75 56．6 63 引．00 5壬．4 ・　59 41．75 5｛～．2 5s

準　　　　　均 13．92 18．9 21 13．67 18．1 20 13．92 1S．7 19

筑 瓦 瓦

封一練燦ZF均 47．3 45．3 46．7

瓦 瓦 瓦

謝一デニール李均 3．4 　3、3
P

3．4

温　　度　（F） 75 75 75．

漁　　度　（％） G1 6t 61

策五項セリプtZ・・一ン検査（共一）（2500メートル）

上　田 産 春 獄　綜 上　田 陸 秋 獄　緯

黄色繭生練 白舗蜥陳舖蜥 費色繭垂L紙 白色繭生練 紫色謝三縣

班数 練長 廃数 細麟 縣長 斑数 綜艮 職数 練長 灘数 綜長

枢　　細　　寵

，

悩

（限界7テ噛工一の

細　　　　　斑
i限界／0デニー，レ） 1 1 1 q5 1 0．5 1 1

太　　　　　琉
i限界］8デニー’レ）

1 O．5
1． 1．25

極　　太　　斑
（限界21デニール）

1 0．25

合　　　　　計 1 ユ O o 2 （1，75 1 o．5 2 1．75 1『 ユ
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　　　　　　　　・L・リブ1・…一ン槍査（共二）（2500メートル）

標準縞員i封照

　　（％）

合　　　　　計

挙　　　　　均

上　田　産春獄継

黄色繭齢糸

　％
80

80

80

85

90

4ts

S3

白色繭生懸

85

85

85

85

85

425

s5

紫色繭生綜

79

80

85

85

90

410

82

上　田　産　秋　獄　綜

黄色繭生糸糸

75

80

80

85

90

410

82

白色繭巫総

70

SO

85

85

s，5

405

81

紫色繭生懸

75

しO

SO

85

90

4三〇

S2

第六項類節楡査　（2δoo米）

上　田 産　春 獄緯 産秋 獄　縣

艶繭騰随繭蜥 紫舗蠕睡繍 白色繭生綜 紫色繭生i孫
「

毛ツレ瀬

大ズ’レ
大

小ズル

ン　ケ 2 1

大ソナギ 1

大サケ
鞭

ビ　　リ
1 1 ユ 1

合　　　計 2 0 1 1 2 2

小　　　瓢 82径 684
“4。l　　l

616 7G8 67露

第七項　抱合検査　（デユーブラン式）

塵擦　回　数

倉　　　　　計

上　田　産春獄綜 上　田　産　秋　獄　継

黄色繭生練1白色繭蜥麺繊墾色繭蜥

1⑪5　　　　120

1130　　　　125

145　　　　140

380　　　　3S5

耳0

145

150

435

150

195

210

δ55

白色繭生総

170

1SO

185

昌35

紫色繭生綜

ユ35

17U

185

490
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2戸L　　　　　　　　J巳」　　　　　　　　127　　　　　　　128　　　　　　　145　　　　　　　185　　　　　　　178　　　　　　　163

　　第八項　結果総括

　　以上生縣槍査の結果を綜合すれば次の如し。

　（工）：一肉眼槍査にて色澤手燭に於ては大差を認めす。　　　　　　　　　，

　（2）：一：一繊度槍査に於て雫均搬齪燕秋繭徽に黄色白色紫齪1癩の順に大と

　なる此れは一救繰の結果と能く一致せり。

　（3）：一一セリメーター槍査に於ては確然たる盤異を認むる～二と能は「ド大膿に於て紫

、色繭綜が彊力強く白色繭綜はf中度の劣れる如き歌態を呈せり。

　　セリグラフ検査に於では強力は春欝蛋繭綜に於ては黄色白色繭懸が優り秋鑓繭綜に於

　ては黄色及紫色繭縣が上位にある如き傾向を示せども共の差異は僅少なり。fFi暁に於

　ては黄色白色及紫色繭縣の順に下る如き結果を示せり。

　（4）：一一一一セリプレーン槍査に就きては綜條斑は琉ミ秋繭綜共に「ξ1色繭が少く紫色繭縣

　は多く黄色繭綜は共の中間に位するが如き結果を示せり。

　　類節は葎叢繭縣に於ては紫色繭綜は爾々少く白黄色繭綜の順次に興身加し秋獄繭綜に

　於ては黄色繭綜最も少く紫、白色繭綜の順に堰加せり即ち類節に：於ては一・1定の傾両を

　示さざるなり。抱合に於ても三種の色相の繭の間に特種なる差異を認むる事能はざる

　なり。

　第二節　第　二　試　験

　　本試瞼に於ても略同様なる項目にっきて行ぴたり。

　　第一一項　肉眼槍査

　　肉眼楡査に當れる人は第一試験の場合とは全く異れり。

色　　澤

手　　燭

よ　田　産春獄i繰

黄色綜

f［芒　色

軟　　罷

白色縣

白　　色

瞥・　鋤

紫色継

穂々赤味
か帯ぶ

稗々瑚昏
感あり

上　田　1壼　秋　慧　糸糸

黄也糸糸

笹　　色

棺軟弱

白色綜

白　　色

懸・　通r一

紫色糸糸

袷々旅昧
たおぶ

霜々硬し

第二項　再繰槍査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

1

上　　田　産　轡　獄　練　　　　　　上　　田　康　秋　 獄　縣
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七刀陰折数00000436‘，001
春篤繭綜再繰時の温度70eF　漁度68％

秋獄繭綜再繰時の温度71°1　漁度54％

第三三項繊慶楡査

16本の綜條に就きて行ひたる築均繊慶を記す。

上　田　産春蝦i孫 上田　産秋穰縣
黄色綜 白色縣 紫色縣 黄色綜 白色練 紫色綜

ZF均センド（デニール）

ｳ水最センド（デニーの

ｳ星セソド（デニー〃）

14．97

P3．26

P4．71

15．69

?R．96

P5．49

15ρ5

P4．21

P5．77

13．85

P2．40

P3．76

13．70

P2．30

Pa65

1｛L71

P3．13

P4．57

¢影μq項　セリメーター槍…沓…

上田淺春欝懸

合　　　　計

築　　　　均

1デ轟一ル強力

温　度（F）

灘　度（％）

黄　色　綜

センド

ヂ晶一ル

15．00

15．75

16．00，

13．75

16，00

12．75

89．25

14．87

強力ktp　nc

bl

53

56

41

51

48

，aOO

50

3．36

66

67

　％
18．8

20．8

22．0

18．6

17．6

20．4

119．0

19．8

白　色　懸

センド

デ篇一ル

15．00

15．50

14．75

1525

15，00

15．00

90．50

15．08

強力｝仲度

瓦
46

51

50

0「0

58

55

310

51

3，41

66

67

　％
20．8

17．0

19．4

15，6

20．4

22．6

115．8

19．3

紫・色　綜

センド 強力

．デニール　　瓦
、11．75　　59

15．50　　5［

17・25．60

12，75　　41

15，00　　52

16．75　　52

89．00　　　315

14，83　　52

　－　　3．54

　－　　66

　－　　67

伸度

　％
2L4

19．6

22．6

16，0

22．0

19，6

12ユ。2

20．2

上田塵秋鑓懸

黄　　色　　綜 白　　色　　紡

…1強力1搬 …陣力1倣
紫　魚　綜
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食　　　　　計

挙　　，　　均

1テ”二beリレ強力

溢冠　　　　）斐　　 （F）

灘　　度　（％）

デニ・一）v

15．75

15。25

15，00

11．50

11，75

ユ7．75

S7．00

14．50

瓦
56

49

　52

35

43

　60

295

49

　瓦
3，38

　70

　6S

・　％
　19．s

　16．0

　20．8

　12．4

　14．6

　】9．4

】03、0

　17．1

14，50

1425

11。00

14．00

14．00

14．25

82．00

1B，6θ

　50

　54

　41

　51

　50

　44

290

　48

　瓦
3．51

　70

　6S

17，6

16，0

17．4

18．4

16．8

17，0

103，2

17．2

14，00

14，50

13，75

14．75

13．75

1，3，75

S4．50

14．08

　56

　61

　49

　54

　48」

　51

31⑪

　53
　駕

3．76

　70

　6S

】7、4

18．0

182

2〔｝，4

16．6

18，6

109，2

1S．2

㌶ゴ五ユ質　　 一tltリ　ブ゜レ！一　ン巧露じヨ互置

上田康春獄糸糸 上田産秋獄糸糸

黄色綜 白色縣 紫也縣 黄色綜 白色綜 紫色緯

標準窺灘尉照

@　（％）

宦@　　　　均

85

X5

X0

85

X0

W7

70

V5

V2

S5

|35

80

V0

V5

95

W0

W7

頼　　　　鮪

宦@　　　　均

26

?T0

W8

40

･52

4s

R8

S3

24

рQ4

64

S6

T5

42

U8

T5

貿∫プく〕頁　　業頁琶↑i考：愈査　　（450米）

上　田　壷　春　鱗継

萱色綜

28

16

18

21

21

39

白色綜

41

67

30

57

61

20

紫色縣

　7

　7

21

ユ7

28

57

」三　　田　　産　　禿火　　『慧　　練

黄色縣

　9

28

15

16

75

33

白色i孫

脚
26

13

10

26

16

27

紫色糸糸

20

13

13

1S

22

56
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
合　　　　言十

?@　　　　均

143

Q4

276

S6

13学

Q3

176

Q9

118

P9

142P23

第七項練減楡査

上田産麻慧縣

萱　　色　　i練 白　　色　　綜 　　　　　　　　1〟@　色　　練

1 2 1 2 1 2

原最無水澱（瓦）

禔@減澱・（瓦）

綷ｸ百分比（％）

綷ｸ亭均（％）

2L337

R，723

?V．44

@　17．78

2α048

R，635

P8．ユ3

18，39ヱ

R，543

P9．26

@　ユ6．64

19五55

Q，943

P402

20，633

R，816

P8．49

@　18．S5

16，819

R，233

P9．22

上田塵秋獄縣

原量無水量（瓦）

練減董（Tu）

練減百分比（％）

練減耶均（％）

濫　色　i孫
1 2

16．803

．3．06ig

ユ8　26

　17．8S

18．725

3．277

17．50

白　色　綜
1 2

ヱ8782　　　　14，653

3．317　　　　　　　2．647

17，60　　　ユ8．00

　17．80

紫　色　懸
1 2

エ7．412　　　16．162

3．164　　　　　2．971

ユ8。17　　　ユ8．39

　18．28

葎　　獄　　國獄日一號×國黛支四號

　　　　　　　　　　黄　　色　　綜

　　　　　　　　　7分練1本　練
　P嘩｛　i匿圭　無フ｝し　量　　　（三匹G）　　　　　　　　　　　　　　23．28

　練減t麦雲［奪7k量　　（筑）　　　　　　　　　　19．60

　練　　　亨成　　　蟄　　（践）　　　　　　　　　　3．68

　練玄成量頂LクNJ上ヒ　　く％）　　　　　　　　　i5，80

第三節第三試験
　本試駿に供試せる懸は昭和二年上田塵春翻の黄繭にして前試験と同様の項目にっき

て行ひたり。
L

綜 紫　　　色　　i孫

本　　　練 7　分　練 本　　　練

23．55

P9．05

S．50

P9．10

19．20

P6．17

R．03

?T．70

工9．78

Pδ．75

S．03

Qα30
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第一一項肉眼瞼査

　色　　明黄色最も淡く中間色は此れにつぎ暗費色は金黄色の如き濃き感あり。

　光澤　通じて大蓬なきも明黄色爾々可。

　手㈱　明黄色最良にして中間色暗黄色此れにつぐ。

第二項再繰槍査

明嵐中間一暦黄、各二紹づ螺り1本は紹の表よりユ本綜紹の裏よ1）　「，o分問再

r繰を行ふ。

明　　黄　　色 中　　間　　色 暗　　黄　　色

表 裏 表 裏 表 衷

切　　噺　　数 0 0 0 1 0 0

2盟1度　50°　F　　Wk，，度　58％

第三項　セリメーター検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

明 萱　色 糸糸 中 間　色 締i 暗 黄　色 糸糸

センド 強力 伸度 センド 張力 伸度 センド 強力 伸度

デニール 瓦 粍 テ’轟一ノレ 兀 粍 デニール 瓦 粍
14．00 53 88 12．75 52 92 13．75 49 94

14・00 54 89 15．0（， 54 85 14．25 55 94

14．00 54 86 13．25 50 90 ユ4．25 52 89

14．25 50 90 14．50 53 88 ユ2．75 51 94

1325 52 85 13．50 47 85 15ρ0 53 86

14．50 51 88 14．00 46 S1 13．25 55 91

合　　　　計 84．00 314 526 83．00 302 521 8320 315 548

弔　　　　　均
14．00 52 88 13．83 50 S7 13．66 52 91

％ ％ ％

封　1i繰條 14．00 52 ユ7 13．83 50 17 13．66 52 1s

封1デニーノレ 3．71 3．61 3．80

温度51°F　l黒度64％

第四項　顯節槍査

大　　瀬

明黄色i繰
表

0

裏

0

中闘色練
表

0

裏

0

暗黄色綜
表

1

裏

0
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小　　　類

小藪合計

51 24 ・57
166 120 54

75 コ23 174

槍顯器により二両の類を数へそれを三倍せし数なlp。

第五項セリブレーン検査

明萱色練1中間色綜
陵1裏

標準爲撰i封照（％）

セリプレーン上ノ小類

80

14

75

58

鞠陸
77

36

85

1しs6

裏

80

36

李均

82

71

暗驚色綜
表

70

22

裏

75

96

挙均

72

59

／

第六項　　セリグラフ｛i愈査　　（200　本）

明黄色綜 中問色練t暗黄色練
センド 強力 伸度 センド 弧力 伸度

｝セ・・ 陣力 仲度

デニール 瓦 ％ ヴニール 瓦 ％ デ晶一ル 瓦 ％
14．25 3．5 18 13．50 3．1 17 14．50 35 20

14．00 3．5 20 15．50 3．2 20 1325 29 20

】3，75 3β ユ9 13．00 3．0 20 14．25 34 18

14．75 3．7 19 12．25 2．9 19 13．25 27 18

13．00 3．2 17 16．25 3．8 19 14．00 33 20

14．25 3．8 18 14．75 3．8 18 13．？5 31 17

合　　　　　計 84．00 2LO 111 84．25 コ9．8 113 83．00 1S．9 113

1懸條午均 14．00 3．5 18 ユ4。幌 3．3 19 13．83 3．1 19

封1デ昌一ル李均 ユ．00 3．5 1S 1．00 3．3 19 1．00 3．1 19

上表中張力は200本の縣條が示す強力より直ちに1f’＝一一ルの示す張力を算出した

るが故に瓦にて示すこととす。

策七項練溺倉盗

無水量（瓦）

練減量（瓦）

練滅百分比（％）

明黄色綜
1

38．4

6。7

17．45

2

38．1

6．2

16．27

中間色綜
1

39．2

7．4

1S．75

2

43．5

8．0

18．39

暗黄色i隊
1

40．7

8．6

21．00

2

40．0

、7．3

18。13
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’同上鞠（％）116・s61…571・9．・・

　第四齢　實験結果綜合

　白繭生継

く1）：一肉眼槍査の結果より見る時は太陽燈濾光装置下にて黄色を呈せる蔀より繰

縣せる生綜は一般に笹色を帯び白色を呈せる繭より繰綜したる綜は白色にして紫色を

呈する薦より得たる綜は租々赤味かかれる感あり。手燭は黄色縣は軟く白色縣は普通

1にして紫色綜は梢々硬き状を示せり然し此等の差異は絵り顯著ならざるなり。

〈2）：一一・繊度の開叢より謂へば春獄繭生縣及秋獄繭生緑共に白色葡生綜が最も少く

萱色繭綜は一般に繊度の細き方に傾き紫色繭縣は太き方に傾く状態を示せり。

　亭均繊度からiz；tへば黄色繭生綜、白色繭生綜、紫色繭生綜の順に次第に太くなり行

く如く思はるるなり。

〈3）：一張力に於ては春獄繭生綜にても秋獄繭生綜にても紫色繭継が優り、紫、白繭

の順に減少して居る。

　仲度に至りては各種の間に著しき差異を認めざるなり。瀬節に於ては一定の傾向を

示さぎるな砂。

〈4）：一練減に於℃は紫色繭生縣は（實瞼の範園内にては）最も多く然して由色繭

生縣は春秋獄生綜共に最も少く背色繭生縣はその中間にあり。

　背繭生縣

（1）：一一肉眼槍査に於ては明宅薫色縣はその色明き黄色を呈し噌黄色綜は共の色前者

より濃きも噌色を帯べる感を與ふ中間色綜は共の中間にあり。

〈り）：一一一Wdl慶の開差から需へば明黄色懸は最も少なくして噌黄色継最も多く中聞色

懸はその中間にあり。

　早均繊度に於ては噌黄、中聞、明黄の順に太くなり行く傾向あり。

（3）：一一張力に於ては暗黄色縣最も優り、中闇色縣、明黄色縣の順に減少す。

伸度にありては何れも大差なし。

（4）：一一一一練減に於ては明黄色綜最も少く中閥色繍暗黄色綜の順に藤多き結果を示せ

り。

（o「）．一一額節にありては明黄色綜最も少く暗黄色継最も多しセリプレーン上の整一

度に於ては中闇色綜最もよく明黄色線1欝黄色綜の順に悪き歌態を示せり。

第七章終　　　　結

以上叙述したる實験結果を考察するに二、



第一號〕　　　　　　　太陽燈の獄繭及生糸糸に關ずる蟹瞼　　　　　　　　　141

驚に關しては本實験に於けるが如く櫨光装置を使用せすして放射したる場合には光源

　よりの距離投射時間及慰兜の生育の時期によりて或場合には有害作用を及ぼし或場合

には有効作用を呈するものなり。障害を受けたる欝見は關節隆起し椀も働鑓の如き歌

態を呈し光源に面したる皮膚は焦歌を呈し殊に第五關節の部分は破壌し易し。

　蜥は著しく轡曲し蛾は翅の獲育非常に不完全となる有効に作用したる場合には維過

齊一に病獄歩合を滅じ護蛾も一齊となり卵最も増加する如き傾向を有せ砂。

　飼育試験の如きは種々なる品種に就き實験の條件も尚ほ鍾々攣更して實験を繊綾す

ること必要なりと考へらるるなり。

　塵卵の化性墾化に就きて種々なる條件の下に實験を試みたれども今日両ほ遮當なる

紬果は得る事能はざりき。掬桑葉にのみ放射し獄見には放射するととなくして實験を

試みたるも昆れ3く今日迄特種なる紬果は得る事能はざりき。

　繭を濾光装置下におくときは白色繭にありては大鎧黄紫　申間（大腿白色にし

て極淡き紫及び黄色を帯びたるもの）に三分する事を得而して黄及び紫色には夫々濃

淡あ購繭にありても叉明黄暗黄申開の三色に分つeとを得。
　尚ほ憂に繭暦を取りて此れを内、中、外の三暦に分ち濾光装置下にて槻察する博ぱ

各暦によりて色を異にせる場合あり又同じくせるものもあり。然し純粋種白繭に於て

は外贋は紫色を呈せる場合多く純粋種黄繭にありては噌黄色を呈する場合多し。一代

簗稚種に於ては此の關係制然せす。純粋種に於ては實験せる範國にあつては櫨光装置

下に於て現出する色相は雌雄と轡接なる關係を有するものなり。純紳腫の繭の櫨光装

置下に於ける現色は其の色調一般に淡く紫色も梢藍色を帯び黄色も淡くして鮮明なら

す。噴黄及明黄色も少しく其の色調を異にせり然して純粋白繭にありては淡費色は雄

にして藍紫色は雌なり。純粋黄繭に於ては1暦黄色は主として雄にして明黄色は雌なり。

往々雌漁の不「肱る事効イヒ交灘に於ても大膿に於胴様なる傾向を呈す．術

ほ肉膜にて笹色を現はせる繭は櫨光装置下にては黄色を呈するもの多き傾向あり。黄繭

にありては一一一・般に肉眼上の繭色と櫨光装置下の色とは特殊なる臨係有らざる如きも純

欄にありては淡黄離の如馳調の淡き方には嚇色多く濃難の方には肉｝つ囎

黄色の繭多きが如し。

　濾光装置下の種々なる色はセリシンと密接なる關係を有する如くセリシンを繭厨よ

り除けば色は次第に湘失し途にフヰプロィンの紫色を現はす。フヰプロィンは何れの

繭より分離するも大略同一なる色調を呈せり。

　繭暦に存在せる螢光物質は酒精に可溶性にして繭暦を加燃釜中に於て9・　・｛）％の酒精を

以て浸出する時は紫色螢光物質は悉く抽出せらるXなり。更に同一tなる操作により50

％の酒精を以て浸禺する蒔は黄色螢光物質は浸出せらる。然して黄色螢光物質はエー一
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テルによつて沈澱せらる。紫螢光色繭中にも黄色螢光物質を含有し又黄螢光色繭よp紫

螢光物質を分離する事を得。何れも結晶せす燐及窒素を含有せり。

欄状態にて上灘しめたる撚白繭に於て眺光装置下に於て濃紫色繭の船th　一“

著しく増加し濃艶継1戒州吃齢態た於ては了度Uヒれと殿醐象を示す蕾　1願

にありては漁潤の場會には暗黄色繭増加し1陀燥の場合には明黄色繭軽勃11す。而して此

の時の色調は前記せる娯普通1・上擬しめたる場合の縦樋磯1輔の側と醐

異るものなり。此のコ・n〈濾光羅下の色融まセリシンと密接の關係を有するものにし

て從って此の色調が辮紬・關係す繍は翻に推考せられ！｛5るなり・即ち濾光羅

の下にて分ちたる黄油、（Fi，・・1’ll，1）紫色の三種及び1・臓沖r｝11」騰のヨ醐に就きて

の多婁婦疑系系1試馬愈の糸吉：果は

白蜘⑰りては黄色繭は醐批卿勺・N・し螺色は大なlp・然して白酬iはその「隅

にを，り一定重量の繭を繰縣するに要する時闘は大罷1に於て白，紫、黄色、の順を爲して

枷けれども時によPてはオ・販せる事あり。然し一定醒の生縣を得る腰す馴欄

は艶　鰍も鰍紫色繭｛帳く白働は期欄にあり繰観麟色轍も多く1級紫

・色痢1駐ま大Plft同繕ξなり。

尚灘効ては1職師1斌は翻批較的小にして・臓色繭は大な1｝・　｛x・zミして呼喘働

はそ釧欄にあり一題量のillliを繰搬るに要する時聞は大懲で於て「り瓶「1：i　RII・lil季

黄の順をなして増力［1す。一定重量の生縣を得るに要する時闇は明費色繭最も短ぐ…次い

で中間色繭長く噌黄色llll可は最も長く一時闘繰糸繰にありては明黄色繭最も多くrl』聞色

繭一1識齢捌腰韻妙すれども生羅にあつては欄色繭・曜絶菌1朔ニピ絶繭の順

なるも大なる差はなきものの如し。購繭に於て此の太陽燈を利用せば白繭にありては

髄繭の鎚もの灘llにありては明艶繭の多きものを・」r・る鮪利tzして脚　の場合

に於ても此の如く三種紛ちて然る後繰総る方合理的なりと思考・舳れ得るなり・

　此の如く濾光装醗下にて分類したる三種の色相を有する繭より繰縣しなる生縣も亦

濾光灘下に於ては三種の色を珊ますものなり。此等白繭生線で・1～繭生綜の各灘類

のものにつ選て行ひたる品位橡査に關してその結果を論述すれば、

　色澤手燭に就きては三者の闇に著しき差異なきも些細に注意す准ときは三齎の間に

寮異あるを認むるなり。

　即ち白繭にありてぱ黄色繭は笹色にして紫色繭は黒幼色を帯ぶ黄繭にありては明黄色

繭は明快なる費色を帯びil齋黄色繭は濃黄にして且黒味を帯ぶるかの感あり。

　繊度は白繭にありては黄白、紫色の順に塘力ilし黄即1にありては1暦黄、　rlil“1，明越荒色の

順に増加する傾向ありa

　繊度の開差は白繭にありては白色繭新1最も少く黄繭にありては明黄色繭綜鮫も少し
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狽力は白繭にありては紫色繭縣が優b、白、黄、の順に減少し黄繭にありては噌黄色繭

明黄色繭、中闇色繭の順に減少せり。伸度は白繭黄繭の者三色繭の闘に著しき繋異を

認めざるなり。抱合にありても又同様に其等の聞に薯し凌蓮異を認めす顯節にありて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
は白繭の三色繭の間には差異なく黄繭にありては明黄、申間、暗黄の順に増加せり。

練減に於ては白繭の紫色繭綜は實験の範團に於ては弛に比して租々多き結果津現はし

白色繭綜は少く黄色繭縣はその中間に位す萱繭の場合にありては曙黄色繭綜最も多1く

中聞色、明費色繭縣の順に減少せり。

　fδほ完全に練れたるものは濾光装置下に於てはフヰプロインの藍色を示すを以て是

れによりて糟練の程度を判断する纂を得。

　更に濾光装置下に於て現はれる黄色は年月を維廻するに到りて次第に微かとなり激

年を経過せるものは繭に於ても亦生懸に於ても何れも紫色に近づくものなるを以て是

れによりて繭及生縣の新薔を或程度迄判噺する事を得べし。絡りに臨み翻の照射及其

飼育に就きては遠藤正壽、小林貫一及平野秀男の三氏，桑葉照射に關する實験に於て

は出下忠男及依田博の二氏の熱心なる實験に負ふ塵大なhl。蚊に記して深厚なる謝意
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EXPERIMENTS　OF　THE　QUA．RTZ－LAMP　ON　T．HE

　　　　　SILKWORMS，　COCOONS　AND　RAW　SILK　　　　！

BY
R’YUGO　INOU．YE，　H工SムSHI　YAMAZAKI，　KYUSABURO　HORI，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

KAZUKO　MIYASH工TA，　AND　CHYU工CHmO． qOKUGAWA

　　　　　（1）EXPERIMENT80N　THE　SILKWO1こMS．
　　　　　　　　　The　biolosrieal　ef丑｝e亡s　were　obsGrved　oll　Puttillg　the　silk、、・onns　of　the　vaU’iOlls

　　　　　s士ages　of　their　gro、v亡h　uuder　a　quartz－1alnp　、vi亡110ut　llsi119　IL　Srlas　s　fil亡er　fbl・　a

　　　　　certtLiu　duratioエ1　by　I｛8epillg　theln　solne　distanee　fi’Olll　tlle　lamP．　　　・

　　　　　　　　　The　effects　were　varied　aceordhlg　to　the　Ettls，e　of　the　grQwtll　a11〔1　the

　　　　　du］・atiOll　of　the　Srra．diation．

　　　　　　　　　The　iujしu°ious　ef壬もcts　were　ge工ierally　o1．）・s　er　ved　oll　tlieアouug　silkworm鐸，　whi1G

　　　　　d燈good　e皿bcts　ou　亡he　11111ture　olles；　エlamely　the　y‘．）ullg　si1．kw（）rnユf　iri’nclitし士ed

　　　　　f～：，r　30　n］illutes　daily　at　60　c．1】α．　fi・onユ　the　lftlT｝1）　、ve1．・e　8eve1・ely　illjし1red，　grC’、v

　　　　．・unevenl．s．’，　increased　the　rate　｛｝f　thc　diseas‘、（11　、1・ol・lr！i’i，　ancl　f　l）un　the　inferi｛，r

．　　　C｛）COOl1S；亡hd　lnO士hf　aPPea12ea　f㌔’01n刊1e　e〔〕COOIIg　hTeg疋Ilarly乳Ud　I．乳i｛I　tlle　SIU妄dler

　　　　　llulll｝）el．S　of　the　eggs，　1：〕ut　oli　tlie　coutrar｝・，　the　fL．illy　grく）、Yl｝　f　illc、vorlns　i1・1・adiIlt－

　　．　　ed　umder　the　sallle　eollditions，　sho、、℃d　no　illjures，　aエ1d　even　Iコetter　resultf　whell

　　　　　eoml）a1・ed　with　tlle　cOutrol“／orMS．

　　　　　　　　　The臼egmeu士s・f　the　iujured　lvorl．ns　s、velled　l11），　ancl　tlie　ski11曲eαune

　　　　　1．・r・wn　in　cQ1・ur　and　s・weak　that　t1上ey　were　ve・・y、easily　br・ken　and　the’　tし1レ．

　　　　　1uelltary　etUlal　s｛ユUeezed　out・　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　The　bodies。f　pupae　irmdiated　were｝）ent　9。mewluしt　lil〈．e　C　shape　alld　a1霜o

　　　　　the　8kiIlS　beαUu（｝　Verア　、Vea．k　jUS亡　Iil〈e　aS　．ill　the　lnrVae，　alld　　thC　inotl），i　illjUl℃d

　　　　　produeed　the　ineonul）lete　ahd　l　hrhiked　willgs・　　Tho　silk、～・ornユs　fbd　with’ii・1’ft－

　　　　　di・t・d　mUlben・y　lαWe59reWエ1・rmal！y　aU・1　Sh・Wed　11・Change．閣　　・

（2）　EXPJERIIxi　ENrrS　ON　COCOONS．

　　　　The　whi亡e　c〈）eoolls　irradiated　ullder匿しqu：u・tz－1mユ】1｝tllr〔｝ugh　a　glass　filter，

sh（．｝、ved　tln℃〔，　d．if’ferel｝t　flu（）regceuce㍉　tha．．t　is　ye11（，、v，　vic）let　and　the　］rniddlG　eolour．

betNVeelz　｝．ellO、、r　tXll〔ユ　Viし）let　；　the　yel】、Q、V　COe〔⊃（）ns　疋ll1（ler　the　S：Ul1Q　eOn〔lition　SI．1（，、Ve（1　．

the　bright　alld【ユa1・k　yell（．）w　co1し）ur，，　　IVheri　the　silk　Ia）’el’Qf　the　eocoon　wξこs

divided　 ilito　 tlu・ee，　tllat　is　亡he　ou士er，　11ユi（ユdle　t’m】d　i．1111el・　1肌アel・，　Iuld　il’1’u（ユiこite、1

thrQugh亡hc　gla：：filter，　thcy　sh・、㌔・ed　ill　5・1・1．ne　cltse　the　di　f－1’erent伽。x’ciミcence

・・C・・di・g　t・tlle　laye・’・・　The・・t・・’1・y9…f’・the　｝vl’ii亡・C・…ni．・f　th・1）・・℃

vil，riet＞r　showe〔｛　士he　v三〇1ct　flllOI－eE（｝ellce　gellerally，　while　the　stlllle　Ia｝’or　t）f　the

ygl1Qw　e・e・・11s　t1・e　d“rk　yellQW・・1e・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　COCOONS　AND　RAW　SILK

　　　　　　　　　　The　cocoQus　of　the　cro呂s　vaでiety’did　not　show　a、　definite　fluorescence　ac鱒

　　　　　　cording　to　the　poSi亡iQII　of　the　silk　layer　as　statedεしbove・

　　　　　　　　　　The　fluorescence・colours　of　the　cocoons　of　the　pure　variety　seemed　to　have

・　some　relatior・．t・the　sex　in　the　range　of　our　experimeuts．

　　　　　　　　　　工11　士hd　white　cocoons，　those　which　showed　the　f、lill．t　yellow　fluoresceliee，

　　　　　were皿ale，　and亡he　violet…es　female；in　the　ye11・、v　c・co。ns，　the　bright　yello曽

　　　　　611e鞘ale　and　the　dir士y　ye110w　or　purple　female，　　But　somet加es　t1ユere　were

　　　　　some　exceptions・and　these　relations　were　genera11y　observed　ill士he　cocoons　of

　　　　　the　cross　varieties　which　showed　always　br三ghter　fhuorescenee　than　the　I）ure◎ne，

　　　　　　　　　工fthe　seriein　is　1・em・ved　from　the　cocoon　silk，　the　special丑uorescence　is

　　　　　faded　alld　士11e　bluish　violet　且uoresceuce　which　is　the且uoresceDce　of且hroin，

　　　　　我ppears・

　　　　　　　　　Tlle　丑uorescent　nca　at亡er　contained　ill　the　eocoo1ユs　is　soluble　in　alcohol　aud　　　　　．

　　　　　when　the　cocQoロsilk　it　treated　with　95％of　alcohol　iII　all　autoclave，士11e　violet

　　　　　fluorescenもsubstance　is　alm　ost　extracted．　　Theu　if士he　cocoon　silk　is　agaih

　　　　　extrac亡ecl　with　50％of　alcohol　by　the　same　wlLy，　theアellow且uorescent　subs－

　　　　　tance　diss・lves　in　the　s・lutiQn乱nd亡he　la七士er　is　precipit乱ted　by　ftddi・】g　ether．

　　　　　　　　　The　frelct呈on　of　the　violet　fluorescence　colltains　alwaアs　the　yellow　one　ancl．

　　　　　vis－・’－vis・　Theも・th魚1・reseent　substanc・s　a・e　am・rpt1・・s　and　sh・w　gr・asy　・

　　　　　apPearauce　aud　eontain　nitroge11乳11d　1）hosphorus　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　　　　　Wheu　silkworms　l　ptlTl　cocQ・us　in　the皿。ist　al1・，　deep　vi。1et　Hluorescent

　　　　　cocoons，　ill　the　case　of　the　white　cQcooロvarieties，　inereased三n　percentage　and

　　　　　deel）yellow丑uoresceht　ones　decreased，、vhile　il’）the　dr・y，lil・，　the　contrary　resu1亡s

　　　　　were　obtailled．　　工n　亡he　yellow　coeooll　va1・三eties，　the　dark　yellow丑u‘）re忌eeut

　　　　　cocoolls　increased　in　percentage，　when　mountecl亡o　cocoolla．ges　in　moist　ail・，

　　　　　While．ill　dryness　tlle　brigh七yellow　fluQrescentとoco〔》11s　illcreased　ill工〕erceu士age．

　　　　　　　　　In　the、vhite　eocQQu　varietie5，士he　yello“r且uorescellt　cocoons　were　always

　　　　　smaller　i1ユsize　than　tlle　viole亡orles．

　　　　　　　　　The　time　Svanted　tQ　ree1．　a　eertain　weight　of　raw　siUζfrom　the　coeoon．g

　　　　　was：　hortest　fbr　the　yell（）w　flu・rescent　c。coous，　a・1（U。ngest　f・r．the　violet，　an（1

　　　　　middle　fol’tlle　fhint　yellowish　vic？let（the　IIliddle　shade　of　colotlr　between

　　　　　yellow　i・・ud　violet）・

　　　　　　　　　The　weight・f　raw・．illsc　reeled・ff伽m　the　same、veight・f　egc・011s　was

　　　　　heavies　t　fbr　the　yel1Q、v丑uore鐸eellt　eoeoons　all　d　about罫ame　fc）1・士he　violet　ancl

　　　　faint　yellow三sh　viQlet・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　’．

　　　　　　　　　In　the　yellow　eoeoo・1　varieties，士he　dark　yell・w魚・・resee・1士e。eQons　wer・e

　　　　　generally　smaller　in　size，　while　the　b1・igh士　yellow　Iarger，　and　thc　faint　yellow

　　　　　middle・　　　The　time　wan士ed　fbr　reelillg　a　certaill　weight　of　raw　E　ill｛ftiOm　the
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　　　。。c。。n，　WaS呂h・rtest　f・・the　b・ight　yell・W　Hu・・ese・nt　c・c・。nS，　n・xt　f・・the

　　　middle　shade　of　colour　betwean　bright　and　dark　yellow，　をmd　longest　fbr　t｝｝e

　　　dark　yell・W・

，　　　　The　weigh七〇f　1・2uV　silk　reeled　off　fol・one　hour　was　heaviest　fbr　the　brighも

　　　y・11・・w・nd　g・・du・11y　d…e…sf・・th・m三ddl・・玉・ad・Qf・・1叫・’a・d　da・k　y・11・w・

〈のE・XPERIMENTS　OF　RAW　SILK°
　　　　Raw　silk　r色eled　frem　thrce　kinds　Qf　eocoous　classi且ed　旨by　f1し貰oresccnees

uuder　a　mereury　quar亡z　Iamp，1）rGduced　the　same　fluoreseences　as　the　cocoons　　、

reSPectively・

　　　　The　luster　and　touching　feel　of　these　r且w　silks．were　pra（ltieally　same。

The　fhint　yellQw丑uorescen亡1・，lw　silk　reeled　from　white　coeoQus　and　the　bright

yellow　one　areelecl　f｝onn　yellow　cocoons　were　mo5t　even　ili　denier・

　　　　Denier　was　grn，　dually　illereased　accordillg　to　the　yel1Qw，　faint　yel1Qw　a皿d

violet且uorescen七raw　silk　ill　case　of　white　coeooi．）s，　while　fol－yellow　coco〔＞lis，

士he　dark，　faint　and　bright　yellow。ue・

　　　　Violet　fluorescent　ra、v　silk　was　at　the　highest　l）ereentage　of　‘‘bQiling　off

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り10ss，，　among⑪thers，　the　faiut　yellow　olle　was　Eしt　thc　Iowest　percel1亡age　alld士he

y・11・wwas　at　midd1・va1しie　betw・e・・the　vi・1・t・u・d　th・鰍t　yell・・v　c…c・mi・9

亡o士he　・・boi1量1ユg　o」T　loss．，，　　　］Ra、v　silk　boile（i　off　c〔）mPle亡ely　showed　the　l）luish

voilet　fluoreseence　aS　tllat　of　fibroin．

　　　　The　yellow　fiLlor，escence　of　coeooxts乱nd　l・EL、v　silk　fades　Qut　g1’adually　during

pl・eserv・ation　al1〔I　changes　into　violet　fiuox・esceuce　so　that　we　can　determine

whether亡he　coccons　and　mw　silk　are　new　or　old．

1


